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開議 午前１０時００分 

 

◎開議の宣告 

○議長（中村芳隆君） おはようございます。 

  散会前に引き続き、本日の会議を開きます。 

  ただいまの出席議員は26名であります。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議事日程の報告 

○議長（中村芳隆君） 本日の議事日程は、お手元

に配付のとおりであります。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎市政一般質問 

○議長（中村芳隆君） 日程第１、市政一般質問を

行います。 

  発言通告者に対し、順次発言を許します。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◇ 佐 藤 一 則 君 

○議長（中村芳隆君） 初めに、５番、佐藤一則君。 

○５番（佐藤一則君） 皆様、おはようございます。

議席番号５番、ＴＥＡＭ那須塩原、佐藤一則であ

ります。 

  ＦＩＦＡワールドカップブラジル大会の開幕が

間近になってきました。直前の国際マッチでザッ

クジャパンが３連勝と、いいチーム状態で本番を

迎えることができ、活躍が期待されるところであ

ります。 

  それでは、通告書に従い、市政一般質問を行い

ます。 

  １、危機管理について。 

  近年の気象状況は変動が激しく、地震において

は、マグニチュード７を超えるような巨大地震が

発生しており、今後も超巨大地震の発生が予想さ

れています。竜巻、降雪やゲリラ豪雨と称される

集中豪雨も、大型・広域化しており、多くの尊い

生命・身体・財産が失われています。災害や事故

の未然防止及び被害を最小限に食いとめるには、

正確な情報把握と初動体制が重要と考えておりま

す。自分の命は自分で守るという、そういうこと

が基本でありますが、それらのすべてに個人では

対応できませんので、本市の対策を次の点につい

てお伺いいたします。 

  ⑴どのような防災・ハザードマップが作成され

ているのか、また、市民への周知方法をお伺いし

ます。 

  ⑵除雪は、どのような基準で実施するのか、ま

た、その対応についてお伺いします。 

  ⑶災害対策本部の設置基準と構成についてお伺

いします。 

  ⑷消防、警察、自主防災組織等の関係機関との

連携についてお伺いします。 

  ⑸避難勧告の基準とその周知方法をお伺いしま

す。 

  ⑹防災ヘリや自衛隊への出動要請の基準とその

方法についてお伺いします。 

  以上、最初の質問といたします。 

○議長（中村芳隆君） ５番、佐藤一則君の質問に

対し、答弁を求めます。 

  総務部長。 

○総務部長（和久 強君） １の危機管理について

お答えいたします。 

  まず、⑴のどのような防災・ハザードマップが

作成されているのか、また、市民への周知方法に

ついてですが、今までの作成状況は、平成18年度

には指定避難所や防災の心得などを記載しました
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防災マップを全戸に配布し、また土砂災害警戒区

域等を表示しました土砂災害ハザードマップを土

砂災害警戒区域内の各戸に配布をいたしました。 

  それから、平成21度には、河川ごとに浸水想定

区域や指定避難所を表示した洪水ハザードマップ

を浸水想定区域内の各戸に配布をいたしました。 

  平成25年度末には、指定避難所、河川のはんら

んによる浸水予想区域や土砂災害警戒区域などを

表示しまして、災害種類に応じた災害の心得、災

害時の情報入手手段などを記載しました防災・ハ

ザードマップを新たに作成しまして、自治会を通

じまして全戸に配布をしたほか、庁舎や公民館等

窓口に備えつけまして、転入者に対しては、手続

のときに配布するなど、市民への周知を図ってい

るところでございます。 

  次に、⑶の災害対策本部の設置基準と構成につ

いてでありますが、災害における対応としまして、

気象警報が発表されたときなどに災害警戒本部を

設置しまして、情報の収集やパトロールなどの警

戒活動を行っておるところでございます。 

  昨夜からけさ方にかけましても警報が発表され

たところでございますが、この本部を設置しまし

て、パトロールをしたところでございます。その

結果、被害はなかったというふうなところで、ほ

っとしているところでございます。 

  そして、大規模な被害が予想される場合には、

災害対策本部の設置をいたします。 

  災害対策本部の設置基準につきましては６つご

ざいます。１つ目が、市内における24時間連続雨

量が200㎜を超えると見込まれるとき、２つ目が、

震度６弱以上の地震が発生したとき、３つ目が、

市内に大規模な火災が発生したとき、４つ目が、

那須岳や高原山の居住地域に重大な被害を及ぼす

噴火が発生されるとの噴火警報が発表されたとき、

５つ目が、市内に災害救助法が適用されたとき、

６つ目が、その他災害により大規模な被害が予想

されるときというふうなことであります。 

  その災害対策本部の構成についてでございます

が、市長を本部長としまして、副市長、教育長、

部長級職員で構成し、必要に応じて関係機関へ本

部会議への参集要請をいたします。各支所におい

ても同様な基準で、支所長を現地本部長とする災

害対策現地本部を設置いたします。 

  次に、⑷の消防、警察、自主防災組織等の関係

機関との連携についてでございますが、消防、警

察につきましては、毎年度当初に打ち合わせを行

いまして、市との連絡体制等の確認や情報交換を

行います。災害発生時においては、お互いに連絡

し、情報を共有化することにより連携を図ってい

るところでございます。 

  また、自主防災組織につきましては、毎年度開

催しております自主防災組織の推進に関する説明

会におきまして、災害情報の伝達手段の確認や情

報交換を行うとともに、市総合防災訓練の参加な

どで連携を図っておるところでございます。地域

防災活動において、自主防災組織は非常に重要な

役割を担っているため、今後さらに連携の強化を

図ってまいりたいと考えているところでございま

す。 

  次に、⑸避難勧告の基準とその周知方法につい

てでございますが、災害時の住民避難につきまし

ては、避難勧告に向けた避難準備情報、避難勧告、

そして避難指示の３つの発令がございます。 

  避難勧告につきましては、水害時においては、

河川の水位観測所における避難判断推移を目安と

しております。また、土砂災害時においては、県

と気象台が共同で発表する土砂災害警戒情報の発

表を目安としております。 

  避難勧告の発令は、そのほか関係機関との情報

交換や現地の状況、気象予測など総合的な判断の
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もと実施することとしております。 

  周知の方法につきましては、市や消防団、警察、

消防署等による広報車での周知や防災行政無線に

よる周知、自主防災組織や自治会の長などへの電

話連絡、市ホームページやみるメール、栃木テレ

ビデータ放送による配信、報道機関への報道要請

などにより行っているところでございます。 

  次に、⑹防災ヘリや自衛隊への出動要請の基準

とその方法についてでございますが、栃木県消防

防災ヘリコプターにつきましては、救急、救助、

災害応急対策活動などでその活動に公共性、緊急

性、防災ヘリコプター以外に適切な手段がない場

合というふうなことになります。 

  出動要請の方法については、市が県に文書によ

り行うこととされておりますが、急を要する場合

には電話等により行い、その後速やかに文書を提

出することとなります。 

  次に、市から自衛隊の災害派遣を求める基準と

しましては、特に人命救助等に関する緊急性など、

派遣の要件と災害の状況を判断して行うことにな

ります。 

  自衛隊においての災害派遣の要件及び可否の判

断については、災害により当該地域や自治体の保

有する防災・災害救助能力では十分な対応ができ

ないときで、人命や財産の保護のため必要がある

と認められる場合に、公共性、緊急性、自衛隊以

外に適切な手段がないかを考慮して決められます。 

  派遣要請の方法については、市長が栃木県知事

に要請を求め、知事が防衛大臣に対し要請を行い

ます。いずれの要請等も文書により行うこととさ

れておりますが、急を要する場合は電話等により

行い、その後速やかに文書を提出することになっ

ております。 

  私のほうからは以上となります。 

○議長（中村芳隆君） 建設部長。 

○建設部長（若目田好一君） 私からは、⑵の除雪

は、どのような基準で実施するのか、また、その

対応についてのご質問にお答えいたします。 

  初めに、除雪作業を実施する基準は、「除雪事

業計画書」や「除雪時の作業要領」などに基づき、

積雪がおおむね５から10㎝以上となった場合、も

しくは前日からの降雪状況や路面状況などから判

断をしております。 

  また、凍結防止剤などを散布する基準は、積雪

が５㎝未満の場合、もしくは凍結が予想される場

合としております。 

  次に、除雪の対応についてお答えいたします。 

  除雪は、幹線道路を優先的に行った後に、生活

関連路線や公共施設などの順で行っておりますが、

市民などからの除雪要請で緊急性のある路線につ

きましては、その都度作業を実施しております。 

  作業体制につきましては、黒磯地区では直営作

業と業者への委託により実施しております。西那

須野地区及び塩原地区におきましては、主に業者

委託により実施しておりますが、補助的に委託路

線以外の路線などにつきましては直営作業により

行っております。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆君） ５番、佐藤一則君。 

○５番（佐藤一則君） 最初の答弁をいただきまし

た。 

  それでは、答弁の順番に従いまして再質問を行

います。 

  ⑴の防災・ハザードマップの作成状況と市民へ

の周知方法については理解をしたところでありま

す。 

  近年の気象情報は変動が激しく、今後も複雑多

様化が予想されます。その変化に対応するため、

防災・ハザードマップの改定が必要と考えますが、

どのようなときに改定するのかお伺いをいたしま
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す。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  総務部長。 

○総務部長（和久 強君） ハザードマップ、どの

ようなときに見直しのほうを考えるのかというふ

うなご質問かと思います。 

  先ほど答弁させていただきましたように、25年

度末に改定をしたところでございますので、当面

改定の考えはございませんが、例えば、近年です

と竜巻等もありました。そういうふうな新たな災

害等といいますか、そういうものが出てきた場合

には、また見直すというふうなことになろうかと

いうふうに考えております。 

○議長（中村芳隆君） ５番、佐藤一則君。 

○５番（佐藤一則君） わかりました。 

  近年の気象状況は本当に目まぐるしく変わって

おりますので、いち早く対応できるようなハザー

ドマップの作成ということで、よろしくお願い申

し上げます。 

  続きまして、⑶の対策本部の設置場所について

お伺いをいたします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  総務部長。 

○総務部長（和久 強君） 災害対策本部の設置場

所というふうなご質問でよろしいかと思うんです

が、災害対策本部につきましては、これも先ほど

答弁差し上げましたように、まずは本庁に設置を

いたします。この庁舎、101会議室というふうな

ところがあるわけなんですが、そちらに本部を設

置する。それから、西那須野支所、それと塩原支

所におきましても、本部を設置するというふうな

ことになっております。 

○議長（中村芳隆君） ５番、佐藤一則君。 

○５番（佐藤一則君） 対策本部の設置場所につい

ては理解したところであります。 

  その設置後、最前線からの情報があろうかと思

いますが、その場合、その最前線の現地のほうの

情報ですか、そのようなものはどういう形で情報

を収集するのかお伺いをいたします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  総務部長。 

○総務部長（和久 強君） 現場での情報収集をど

のようにするのかというふうなご質問かと思いま

す。 

  対策本部が立ち上がりますと、それに応じた職

員が参集するというふうなことになります。例え

ば、道路状況でありますれば建設部、それから林

道、それから農地というふうなことであれば産業

観光部というふうなことになります。それから、

観光施設であれば産業観光部というふうなことに

なりますが、それぞれ担当職員がパトロールを実

施いたしまして、その状況を把握し、本部のほう

に連絡をするというふうなところ、それから関係

機関といたしまして、消防署、それから警察等が

ございます。そういったところからもいち早く現

場に急行して、情報を得たというふうなことにな

れば、そちらからの情報もいただくというふうな

ことになります。 

  以上になります。 

○議長（中村芳隆君） ５番、佐藤一則君。 

○５番（佐藤一則君） よくわかりました。 

  やはり現場の情報が正確、迅速に本部のほうに

伝わらないと、本部のほうから指示が出せないと

いうことで、その辺は迅速な対応ということで、

今後もどうぞよろしくお願い申し上げます。 

  続きまして、⑷の自主防災組織は市内全域で現

在、組織されているのかをお伺いをいたします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  総務部長。 

○総務部長（和久 強君） 自主防災組織が市全体
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としてどのくらい組織化されているのかというふ

うなご質問かと思います。 

  市全体でいきますと、組織率が現在のところ

41.1％というふうなことでございまして、数にい

たしますと88組織というふうなことになります。 

  また、地区別に申し上げますと、黒磯地区につ

きましては57、率にしますと39％というふうなこ

とになります。西那須野につきましては25組織、

率でいきますと89.3％、それから塩原地区でござ

いますと、組織数が６つというふうなことで、率

でいきますと15％というふうな状況となっており

ます。 

○議長（中村芳隆君） ５番、佐藤一則君。 

○５番（佐藤一則君） その組織率につきましては、

まだまだ100％に達してないということでござい

ますが、その組織が組織されるとき、防災組織が、

どのような形で組織をされるのかをお伺いをいた

します。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  総務部長。 

○総務部長（和久 強君） 自主防災組織、どのよ

うなときに組織されるのかというふうなご質問か

と思います。 

  市としましても、この組織率を少しでも上げた

いというふうに考えておるところでございまして、

毎年度でありますけれども、先ほど答弁でもお答

えしましたように、説明会を行っているところで

ございます。 

  これは行政区長さんにお集まりいただいて、ご

説明を差し上げているところでございますが、そ

の中で、自主防災組織はこういうふうな事務手続

が必要、例えば書類的なところとかですね、そう

いった手続が必要になります、こういうふうな組

織構成がよろしいんではないですかというふうな

お話ですとか、あるいは組織を立ち上げ、運営し

ていくために、市のほうとしてもこういうふうな

補助金がございますというふうな説明を差し上げ

て、できるだけ市のほうとしましても支援をして

いくような体制で臨んでいるところでございます。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） ５番、佐藤一則君。 

○５番（佐藤一則君） それにつきましては理解し

たところでございます。 

  やはり行政サイドが幾ら危機管理を持っていて

も、市民一人一人がそういう意識が高まらなけれ

ば、やはり全体としての災害時の活動が非常に鈍

るということが懸念されますので、その辺もしっ

かりと100％に近づけるような施策を今後もよろ

しくお願い申し上げます。 

  続きまして、⑸の避難勧告の時間が深夜のため

に、発令がおくれたり、勧告しても避難しない住

民がおり、被害が拡大した事例があります。その

ようなことに対しまして、本市の対策をお願いを

いたします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  総務部長。 

○総務部長（和久 強君） なかなか避難勧告等に

ついては判断が難しいところかと思います。ただ、

さきにありましたように、大島での災害ですね、

勧告がおくれて、ああいうふうな事故になってし

まったと、災害になってしまったというふうなと

ころもありますんで、その辺につきましては、県

あるいは気象台の情報を入手し、それを的確に判

断して、危険区域と想定されます住民の皆様方に

素早く情報を提供していかなければならないとい

うふうに考えているところであります。 

  それにつきましては、いろいろな方法が伝達手

段としては考えられるわけなんですが、実際に車、

パトロール車で行きまして広報活動を行う、ある

いは先ほど申し上げました自主防災組織の長の方
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に連絡をとる、あるいは行政区長さんに連絡をと

る、それからやはり近年みるメールというふうな

もので市のほうからも情報を発しているところな

んですが、そういったものに登録していただいて

おりますと、いろいろな災害情報も入手できると

いうふうなことになっておりますので、そんなこ

とで情報の提供、それからまさしく避難すべきと

いうふうなときになれば、そういうふうな各種情

報等を用いて、確実に連絡することが重要だとい

うふうに考えております。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） ５番、佐藤一則君。 

○５番（佐藤一則君） そのことについてはよくわ

かりました。 

  本市の行事、例えば去年、巻狩まつりでしたっ

け、悪天候、また被害が予想されるということで、

いち早く中止を決めたということで、それによっ

ては空振りもいたし方がないのかと思いますので、

今後もその対策がおくれないような方法でよろし

くお願いを申し上げます。 

  続きまして、６の防災ヘリや自衛隊への出動要

請の基準とその方法には理解をしたところであり

ます。 

  続きまして、⑵の除雪作業と対応についてです

が、本年２月の降雪は想定の範囲を超えた記録的

な大雪となり、除雪作業は困難をきわめたことと

思います。今回のような大雪を想定して、除雪機

や人員を確保しておくのは難しいと考えられます。

そのようなときの対策があるのかどうかお伺いを

いたします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  建設部長。 

○建設部長（若目田好一君） 大雪に対する機械と

か人的な問題でございますが、先ほど申し上げま

したように、直営でやっている部分と委託業者に

委託をしている部分ございまして、大雪のときに

は、今回につきましては、通常、委託業者は舗装

業者に主に委託をしておりますが、今回の大雪の

ような場合には、舗装業者以外の業者さんにも対

応をお願いした状況でございまして、そういった

ことから、今後におきましても、それらの体制の

検討が必要かなというふうに考えております。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） ５番、佐藤一則君。 

○５番（佐藤一則君） わかりました。 

  今回の降雪時に限らず、一般の人が重機や農業

機械等で除雪作業をしているのも何度も目の当た

りにしております。そのようなことに対して、本

市の考えをお伺いをいたします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  建設部長。 

○建設部長（若目田好一君） 今回の２月の大雪に

対しましては、作業のおくれ、そういった課題、

反省点がありますので、それらの体制の強化を図

る必要があるというふうに考えております。 

  そういった中で、近隣の那須町などの例を参考

にしながら、道路愛護会、また酪農家、消防団、

またボランティアなどの協力が得られるかどうか、

今後検討してまいりたいというふうに考えており

ます。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） ５番、佐藤一則君。 

○５番（佐藤一則君） それでは、例えばそういう

方と今後協定を結び、そういう非常時の場合に活

用する考えで進んでいくということでよろしいで

すか。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  建設部長。 

○建設部長（若目田好一君） 先ほど申しましたよ

うに、そういった協力を得るということが大前提
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ということになりますので、協力が得られれば、

そういった協定を結んで、実施していかなければ、

大雪のときには間に合わないんではないかなとい

うふうに考えてございます。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） ５番、佐藤一則君。 

○５番（佐藤一則君） ２については理解をしたと

ころであります。 

  近年の災害で、地震においては、1995年１月17

日、マグニチュード7.3の兵庫県南部地震、2004

年10月23日にはマグニチュード6.8の新潟県中越

地震、そして2007年４月16日、マグニチュード

6.8の新潟県中越沖地震、そして忘れもしない

2011年３月11日、モーメントマグニチュード9.0

という日本観測史上最大であるとともに、世界で

も2004年スマトラ沖地震以来の規模で、1900年以

降でも４番目に大きな巨大地震、東北地方太平洋

沖地震が発生し、発電施設被害による大規模停電

や一連の災害により、日本全国及び世界的に経済

的な二次災害をもたらせました。 

  一方、地震と津波により、福島第一原子力発電

所事故が発生し、10万人を超える被災者が屋内退

避や警戒区域外への避難を余儀なくされ、地震発

生から３年を経過した現在も解決されておりませ

ん。警戒区域外でも放射能漏れによる汚染が起き

ているほか、日本の原子力発電所の再稼動問題、

電力危機も発生しています。 

  今後も、フィリピン海プレートがユーラシアプ

レートと衝突して、その下に沈み込んでいる南海

トラフを震源地とする東海、東南海、南海連動型

の巨大地震が予想され、懸念されているところで

あります。 

  強風では、台風のほかにも竜巻が頻繁に発生し、

大きな被害が生じております。 

  水害においては、1998年８月26日から31日にか

けて、北日本や東日本各地で８月の月平均降水量

を上回る大雨となり、本県北部や福島県などでは

記録的な大雨となりました。 

  那須町では、27日、600㎜を超える日降水量を

観測しました。また、26日から31日までの総降水

量は、平均的な年降水量の３分の２以上となる

1,254㎜に達しました。 

  この豪雨災害により、本県では死者５名、行方

不明者２名、負傷者19名、住宅の全半壊129棟、

床下浸水2,362棟の甚大な被害が発生しました。 

  その後も、ゲリラ豪雨と称される集中豪雨によ

り冠水した立体交差アンダーで尊い命が失われる

など、被害が頻発しております。 

  雪害においても、本年２月14日から15日にかけ

て記録的な降雪により、農作物や施設等が甚大な

被害をこうむりました。 

  以上のように大規模な災害が多発しており、地

球にとっては小さな変化かもしれませんが、そこ

で生活している我々人々にとっては大きな問題で

あります。 

  過日、隣国済州島沖で発生したフェリー事故の

初動体制の不備が指摘されておるところでありま

す。 

  今後も、災害や事故の未然防止及び被害を最小

限に食いとめる対策をよろしくお願いを申し上げ

まして、この項の質問を終了させていただきます。 

  続きまして、２、定住促進計画について。 

  人口の推移で、日本全体の問題となっている少

子高齢化の流れの中で、地方においては、働き

手・担い手である若者の減少や地域のにぎわいの

創出などの問題が顕著となっており、自治体が定

住促進を図ることは共通の課題となっております。 

  定住促進のためには、自治体が人々に「選ばれ

る」必要があります。「選ばれしまちづくり」を

進めるためには、自治体が置かれている状況を十
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分に把握し、状況に合った独自の施策を展開する

こと、自治体が持つ個性を明確にすることが重要

になってきます。 

  本市には、那須疏水の開削に際し、さまざまな

開拓者を受け入れ、人と自然との共生をはぐくん

できた歴史があり、今なお、この時代に培ったフ

ロンティアスピリッツを引き継ぐ文化・風土が残

っています。このような移住者を受け入れる体制

の整った本市の特性を生かしつつ、本市独自の施

策展開、個性を明確にすることで定住促進を図り、

市の将来像である「人と自然がふれあうやすらぎ

のまち 那須塩原」実現を目指すため、「那須塩

原市定住促進計画」が策定されましたので、次の

点についてお伺いいたします。 

  ⑴過去５年間の本市における出生、死亡、転入、

転出の推移をお伺いします。 

  ⑵若年女性（20～39歳）の減少防止とふやすた

めの対策をお伺いします。 

  ⑶エネルギー管理システムの取り組みの考え方

についてお伺いをいたします。 

  以上、２点目の質問といたします。 

○議長（中村芳隆君） ５番、佐藤一則君の質問に

対し、答弁を求めます。 

  市長。 

○市長（阿久津憲二君） お答えいたします。 

  答える前に、先ほどの防災で、私も１つ言って

おきたかったことあるんですが、10日ほど前、県

のトップセミナー、各首長全部集めて、災害が起

きると、最終の責任は全部首長に来るよと、こう

いうことを踏まえて、今、質問の中であった、と

にかく迅速な対応、災害が起きて、首長がいない

ということ頻発しているんですね。こういうよう

なことを防ぐために、あらかじめ予定されるとき

の遠出を首長は控えるとか、あるいは一番大事な

ことは、早目早目に手を打つということで、空振

りをおそれず、見逃しをおそれてくださいと、こ

ういうことが徹底して勉強会、トップセミナーで

話し合われた内容でしたので、危機管理という点

からも、一言私のほうからも答弁をさせていただ

きました。 

  それから、ただいまの定住促進関連であります

が、もちろん私は市長就任直後から、那須塩原の

将来にとって最も大きな問題になるのは人口減少

問題、これによって市税の収入が極めて大きく変

化をしていくと、こういうことを基本にとらえま

して、人口を減らさない、そういう政策を打つた

めに、何をやったら打てるんだと、こういうこと

を真剣に内部で検討、実施をしてまいりました。 

  この一番の先に取り組んだのは、当時、国も県

も定住促進に向けての補助的な予算は何もござい

ませんでしたから、徹底した経費の削減を図って、

これで何とか自分の市を新たな一歩を踏み出せる

定住元年と、こういうものに向かって２年間準備

をして、この間、本当におわびしなければならな

いのは、議会の議長を含めて、皆さんから説明を

よくしてくれと、こういうことを再三言われてお

りました。５月８日にいわゆる発表された全国の

人口減少問題ですね、これがあと少し、１年ある

いは２年早く発表されていれば、私はもう十分市

の皆様にも、こういう政策を打ちたいから、今こ

れをするということを説明できたんですが、こう

いうことについては、５月８日、初めて全国の市

町村、25年後半減する可能性もあるよと、こうい

う話になりまして、那須塩原市としては、少しは

早くこの問題に果敢に取り組むことができたとお

わびをしながら、改めて理解をいただきたいと思

っています。 

  あの５月８日の有識者会議の発表以来、本当に

これが記事になったり、ニュースにならない日は

ありません。政府も、もう相当のスピードだと思
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いますが、安倍総理をトップとする戦略本部を立

ち上げまして、あるいはこの人口減少が進むと、

私どもは小さく那須塩原の財政を考えておりまし

たが、国の財政も非常に縮小傾向、幾らいい政策

を打ち続けても、どんどん衰退すると、こういう

ことで、骨太の方針、国の財政の基本となる骨太

の方針でも、この問題を非常に重く受けとめて、

発表がなされております。 

  那須塩原市が、これは甘い考えかもしれません

が、定住促進に向けて打った施策については、予

算措置も相当考えていると、こういう報道もあり

ますが、詳しい内容は全くまだ国から発表されて

おりませんので、今後とも自信を持ってこの政策

を進めたいと思ってます。 

  多弁を弄しましたが、そのような状況の中、過

去５年間の本市の出生、死亡、転入、転出の推移

について、数字を交えてご答弁をさせていただき

ます。 

  出生者数は、過去５年間5,337人、死亡者が

4,979人となっており、出生者数が538人上回って

おります。しかし、その差は暫減している傾向に

もあります。 

  また、転入と転出の関係では、５年間の合計で

転入者数は２万3,552人、転出者が２万2,684人で、

転入者が868人上回っております。ただし、平成

23年、24年は、さまざまな要件が重なりまして、

転出者が転入者を上回ったと、こういう状況にご

ざいます。 

  また、⑵の若年女性（20歳～39歳）のこの減少

防止とふやすための対策についてもお答えをいた

します。 

  定住促進計画におけるターゲットは、働き手・

担い手・子育て世代であり、20代から30歳代の若

年女性もこの中に含まれております。 

  計画の中で、女性だけに絞った施策はありませ

んが、定住を促進するに当たっては、女性へのア

プローチが有効であると認識しております。女性

をターゲットにしたプロモーション活動も現在、

検討しているところでございます。 

  最後に、⑶番のエネルギー管理システム（ＨＥ

ＭＳ）の取り組み方についてお答えいたします。 

  定住促進計画において、家庭内の電力を最適制

御するエネルギー管理システムを持つスマートハ

ウスによる「スマートタウン」についての調査研

究を初め、魅力ある住環境の整備や、持ち家比率

の向上を図ることを掲げております。 

  快適な居住空間を整備し、定住人口の確保、増

加につなげていきたいと考えているところであり

ますが、現在、本市が誇る多様な自然再生可能エ

ネルギーを有効活用し、安全で安心な快適な環境

負荷の少ない都市づくりを目指し、「那須塩原市

スマートシティ構想」の策定に向けた取り組みを

現在、行っております。 

  構想の策定に当たっては、庁内の研究会並びに

各分野から幅広いご意見をいただくための懇談会

を設置し、住環境の整備を初め、構想策定に向け

ての協議を行っておりますので、今後の協議の中

で、エネルギー管理システムについての検討も進

めてゆきたいと考えております。 

  第１回の答弁といたします。 

○議長（中村芳隆君） ５番、佐藤一則君。 

○５番（佐藤一則君） 定住促進計画についての答

弁をいただきました。 

  それでは、再質問に入らさせていただきます。 

  ⑴の過去５年間の本市における人口は、自然、

社会とも微増しているが、その増加率は年々減少

しているということは理解をいたしたところであ

ります。 

  それにつきまして、今後の本市の人口推移をど

のように考えているかお伺いをいたします。 
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○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  企画部長。 

○企画部長（片桐計幸君） 今後の人口推移という

ことでございますけれども、総合計画でも記載し

てございますけれども、平成27年度をピークに減

少が始まっていくと、本市の人口は、ということ

でございまして、平成52年には10万7,000人台に

なるのではないかというような予測がございます。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆君） ５番、佐藤一則君。 

○５番（佐藤一則君） やはり減少は避けて通れな

いということでございますが、その辺の対策です

ね、非常に困難をきわめるかもしれませんけれど

も、どうぞ今後ともよろしくお願いをいたします。 

  続きまして、⑵の若年女性の減少防止とふやす

ための対策は検討中、また⑶のエネルギー管理シ

ステムの取り組みは検討、推進していくというこ

とでありますが、戦後、日本は、1945年８月14日、

大日本帝国がポツダム宣言によって主権を失い、

解体されてから、1950年４月28日、サンフランシ

スコ平和条約が締結されて、日本国が主権国家に

なり、戦後復興期、高度経済成長期、安定成長期、

バブル期を経て、冷戦後、経済停滞期、そして現

在に至っており、人口動向、総人口は明治初期の

1870年から2005年までの135年間に3,400万人から

ほぼ一貫して増加を続け、１億2,800万人に達し

ました。ちょうどこの時代が人口転換の時代であ

ったからで、死亡率の低下に出生率の低下が追い

つくまで総人口がふえ続けたことになります。 

  恐らく2005年は、日本の人口史上の分岐点と考

えられます。一たん減少を始めると、少なくとも

50年、恐らく１世紀にわたって減少を続けると予

想されております。 

  国立社会保障・人口問題研究所の推計によれば、

日本の総人口は2005年の１億2,800万人から2050

年の9,500万人まで減少し、さらに2100年には

4,500万人と、今日の人口の３分の１強になると

推測されております。 

  今後、人口減少の世紀を迎えるのは、ひとえに

1970年半ばから続く少子化のゆえであり、合計特

殊出生率は1974年に人口置換水準2.07を下回って

以来30年間、おおむね低下を続けて、2005年には

1.26となり、今世紀半ば以降、人口減少を減速さ

せられるかどうかは、主として、この超少子化状

況を脱することができるか否かにかかっていると

言われております。 

  1950年代の出生力転換の成功とともに、直ちに

高齢化が開始し、特に70年代半ばまでには子供人

口が急激に減少し、生産人口が急激に増加したオ

ーナス期でありました。日本はこれを利用して高

度成長を成し遂げ、豊かな社会を築き上げてきま

した。 

  高齢化は、60年代以降に中高年を中心に死亡率

低下による長寿命化と70年代半ば以降の少子化に

よって一段と進行し、高齢化率は1975年に7.9％、

2005年に20％に達しました。高齢化の原因である

出生力転換も、長寿化も、他国に類を見ない速さ

であり、1970年代半ばからの少子化、さらに超少

子化が加わったために、高齢化のテンポは世界一

速い上に、将来の高齢化率も未曾有のレベルにな

ると予想されています。 

  明治の近代化開始以降今日まで、人口転換によ

る総人口の増加を経験すると同時に、その地域分

布構造を大きく変化させてきました。明治の初年

は農村社会であり、地域割拠の社会であったが、

その後の近代化過程において大きく進行したのは、

戦後の高度経済成長期でありました。1955から

1970年には、非三大都市圏全体の人口はほぼ横ば

いであったが、三大都市圏の人口は3,244万人か

ら4,734万人へ増加し、全国人口に占めるシェア
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も36.8％から48.2％に増大しました。この時期は

人口移動が最も活発な時期で、３大都市圏の人口

増加のほぼ半分は、この人口移動によるものであ

りました。 

  その後は、人口移動の沈静化が見られるが、三

大都市圏への流出基調は変わっておらず、2005年

の三大都市圏人口は6,276万人、そのうち東京圏

の人口は3,448万人となり、今日、国民の２人に

１人は３大都市圏に住み、４人に１人強は東京圏

に住むことになりました。明治の近代化開始から

130年間で、農村社会から都市社会、地域割拠の

社会から三大都市圏社会、とりわけ東京圏中心の

社会に変わってきたと概括できます。 

  民間の有識者等で組織される日本創成会議の人

口減少問題分科会は、過日、独自の推計した2040

年度の全国市町村別人口全体の約５割を占める

896自治体で、10年から40年までの間に若年女性

が半分以下に減ると試算し、将来消滅する可能性

があると指摘。そのうち、40年時点で人口１万人

を切る523自治体に関しましては、消滅の可能性

が高いと分析、発表されました。この発表を聞き

まして、本当にショッキングな出来事と感じてお

ります。 

  本市はこのほど、人口減少を食いとめる人口定

住促進に向けたかぎとなるキーワードとして、７

つのＫ、雇用、結婚、子育て、教育、暮らし、交

流、広報の７分野で、継続、新規を含め、36の重

点施策を県内市町では初めて那須塩原市定住促進

計画を策定されたところでありますので、先手、

先手と対策を打ちまして、この問題にいち早く取

り組んでいただければありがたいことと思ってお

りますので、今後もどうぞよろしくお願いを申し

上げまして、２番目の項の質問を終了させていた

だきます。 

  続きまして、３、農業行政について。 

  日本の農業を取り巻く状況は、後継者不足によ

る高齢化や、日本等12カ国が参加している環太平

洋戦略的経済連携協定（ＴＰＰ）交渉において

「聖域」と位置づけられる重要農産物の関税維持

に向け、各国から理解を得られるか重要な局面を

迎えており、非常に厳しい状況にありますので、

本市において、次の点についてお伺いをいたしま

す。 

  ⑴農業後継者の現状と課題についてお伺いいた

します。 

  ⑵災害時の被害状況把握と対応についてお伺い

をいたします。 

○議長（中村芳隆君） ５番、佐藤一則君の質問に

対し、答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（藤田輝夫君） それでは、３、農

業行政についてお答え申し上げます。 

  初めに、⑴の農業後継者の現状と課題について

でございますが、農林水産省が５年ごとに行って

おります農林業センサス調査によりますと、平成

22年の農家戸数は2,620戸で、後継者がいるのは

1,671戸、率にいたしまして約64％となっており

ます。後継者がいない農家は949戸で、全体の約

36％を占めており、就農者の確保が今後の課題で

あると考えております。 

  次に、⑵の災害時の被害状況把握と対応につい

てお答えいたします。 

  災害が発生した場合には、まず農協等農業関係

団体は、市に発生場所や被害の概況を報告するこ

とになっており、市はその情報を取りまとめ、県

に報告を行い、原則、災害発生後10日以内に被害

状況の確定を行うことになっております。 

  また、被害への対応につきましては、農業関係

団体や那須農業振興事務所と情報交換を行いまし

て、栃木県農漁業災害対策特別措置条例の適用が
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見込まれる場合には、市が栃木県知事に対しまし

て条例の適用を要請するとともに、被害を受けた

農業者が確実に支援を受けられるよう、各農業関

係団体に対しまして準備を進めるように連絡をと

っているところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆君） ５番、佐藤一則君。 

○５番（佐藤一則君） それでは、３の農業行政に

ついての再質問を行います。 

  ⑴の農林水産省が５年ごとに行っている農林業

センサス調査について、具体的にお伺いをいたし

ます。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（藤田輝夫君） 農林業センサスの

具体的な内容についてでございます。 

  農林業センサスとは、我が国農林業の生産構造

及び就業構造等の実態や農業山村地域の現状を把

握することによりまして、農林業に関する施策立

案に当たり、必要な基礎資料を整備することを目

的に、５年ごとに農林水産省が実施している調査

でございます。 

  調査項目につきましては、経営の形態、世帯の

状況、耕地面積や労働力に関するものでございま

して、この調査によって、後継者の有無や耕地面

積の規模等を把握できることになります。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） ５番、佐藤一則君。 

○５番（佐藤一則君） よくわかりました。 

  続きまして、就業者確保の今後の課題について、

どのようなものがあるかお伺いをいたします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（藤田輝夫君） 就農者確保の今後

の課題についてお答え申し上げます。 

  所得の向上、労働時間の短縮、そしてゆとりあ

る経営などが挙げられると思いますが、本市の農

業経営基盤強化の促進に関する基本構想に掲げて

おります１経営体当たり年間農業所得500万円、

主たる農業従事者１人当たり年間労働時間2,000

時間を目標といたしまして、経営改善による自立

的な経営と魅力にあふれたやりがいのある農業を

実現するため、農業者の育成に努めているところ

でございます。 

○議長（中村芳隆君） ５番、佐藤一則君。 

○５番（佐藤一則君） それにつきましては理解し

たところであります。 

  続きまして、就農者確保の今後の本市の計画に

ついてお伺いをいたします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（藤田輝夫君） 就農者確保につい

ての本市の計画についてでございますが、那須塩

原農業振興地域整備計画に基づきまして、農業を

担う皆様のために、農業技術、知識の習得、就農

に必要な資金の手当て、農地の円滑な取得、そし

て経営向上のために必要な情報の提供等の支援を

行ってまいります。 

  特に、資金手当て等につきましては、国の青年

就農給付金を活用することによりまして、新規の

就農者の経営が軌道に乗るまでの間、支援をして

まいりたいというふうに考えております。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） ５番、佐藤一則君。 

○５番（佐藤一則君） ⑴につきましては理解した

ところであります。 

  続きまして、⑵の例えば今回の大雪被害に対す

る農家への支援については、農業従事者のモチベ

ーションを考慮した支援だと思っております。 

  私も、地元被害農家の現状を降雪日、現地調査
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をいたしまして、いち早く中村議長にその現況を

報告したところであります。国・県の対応を見き

わめ、本市の対応も非常に素早く、評価できるも

のだと思っております。 

  そこで、今後も今回のような被害が考えられま

すので、次の点について、その考え方をお伺いを

いたします。 

  被害を受けた農家が確実に支援を受けられるよ

うな仕組みについて、本市の考え方をお伺いいた

します。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（藤田輝夫君） 被害を受けた農家

が、漏れなく確実に支援を受けられる仕組みにつ

いてということでございます。 

  今回の大雪災害の対応は、まず農業協同組合と

農業共済組合における被害調査の結果が市に報告

されまして、市は県に被害状況、被害概況ですね。

概況を報告いたしまして、大雪災害としての確定

がなされたところでございます。 

  その後、被害を受けた農業用施設の撤去、再建

に対する支援制度の適用が該当となったというこ

とでございます。 

  しかしながら、確認が漏れている農家に当たっ

ては、支援の対象とならなくなります。そこで、

本市におきましては、独自の取り組みということ

で、被害状況を再確認するためのアンケート調査

を行っております。 

  さらに、被害を受けられた農家が漏れなく支援

を受けられるよう、各地区の村づくり推進員さん

や農産物直売所、あるいは集乳車の運転手さんを

通しまして、支援制度についての周知文書の配布

を行ったというところでございます。 

  今後、不幸にして災害が発生した場合は、支援

が受けられない農家がないように、情報の伝達方

法について、さらに工夫してまいりたいと考えて

おります。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆君） ５番、佐藤一則君。 

○５番（佐藤一則君） よく理解したところであり

ます。 

  続きまして、今後、農協等の農業関係団体との

連携について、本市の考え方をお伺いをいたしま

す。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（藤田輝夫君） 災害時における農

協等農業関係団体との連携についてということで

ございます。 

  災害に対応するためには、市、農協、各酪農協、

農業共済組合、そして県の農業振興事務所などの

農業関係団体が非常時に連携できる仕組みが必要

だということでございます。 

  現在、市では、各農業関係団体職員をメンバー

といたします農務担当者会議を組織し、相互の情

報提供と情報共有を図っているところでございま

す。 

  今後につきましても、今まで以上に連携を密に

いたしまして、迅速かつ正確な情報収集を行い、

被災された方の支援を速やかに行えるよう、さら

に強固な体制を構築してまいりたいと考えており

ます。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） ５番、佐藤一則君。 

○５番（佐藤一則君） 農業行政については、すべ

て理解をしたところであります。 

  本市の基幹産業の一つであります農業が今後も

衰退しないよう、またなりわいとして成り立つよ

うな施策、そして支援体制ですか、今後ともより

強化して、よろしくお願いを申し上げます。 
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  以上で私の市政一般質問を終了いたします。あ

りがとうございました。 

○議長（中村芳隆君） 以上で５番、佐藤一則君の

市政一般質問は終了いたしました。 

  質問の途中ですが、ここで10分間休憩いたしま

す。 

 

休憩 午前１０時５７分 

 

再開 午前１１時０７分 

 

○議長（中村芳隆君） 休憩前に引き続き会議を開

きます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◇ 金 子 哲 也 君 

○議長（中村芳隆君） 次に、18番、金子哲也君。 

○１８番（金子哲也君） 18番、金子哲也。 

  １番目、国際交流によるまちおこしについて。 

  私にとって、待ちに待った外国との姉妹都市締

結が来年に予定されているとお聞きしております。

しかも、その相手先都市が、文化・歴史の先駆で

あるオーストリアのリンツ市であり、那須塩原市

との縁が深く、この上ない理想の国でもあり、市

でもあると思っております。本市にもやっと大き

な歴史的な変わり目、またうねりが起こるのが見

えてきた気がしており、このチャンスを我々議員

が市民と協働してどのように生かし、発展させる

か、今からわくわくするとともに、期待するとこ

ろであります。 

  また、昨年からフランスからの国際交流員を招

致し、市内において国際交流事業を展開していた

だいております。 

  そこで、国際交流による本市のまちおこしにつ

いての計画、展望、取り組みについてお伺いいた

します。 

○議長（中村芳隆君） 18番、金子哲也君の質問に

対し、答弁を求めます。 

  市長。 

○市長（阿久津憲二君） 金子議員、もうちょっと

力入れて質問するのかなと思って期待しておりま

した。だんだん熱が入ると思いますが、この国際

交流によるまちおこしについての計画、展望、取

り組みについて、順次お答えいたします。 

  本市における国際交流の推進については、オー

ストリア・リンツ市との中学生海外交流事業を初

め、産業観光の活性化を目的とした海外都市産業

観光交流促進事業、フランスからの国際交流員の

招致、地域国際化の重要な担い手である国際交流

協会への支援、事業連携など、さまざまな形で取

り組んでおります。その一つ一つがまちおこし、

地域づくりに大きな影響を与え、寄与しているも

のと考えております。 

  さらに、ことしの９月には、私と議長がオース

トリア・リンツ市で開催される「国際ブルックナ

ー音楽祭・オープニングセレモニー」への招待を

受け、リンツ市との姉妹都市提携を念頭にオース

トリアを訪問する予定となっております。 

  海外との姉妹都市提携は、本市にとって初めて

の取り組みであり、イメージアップに大いに貢献

するものと思っております。 

  また、これは余分な話かもしれませんが、先日、

本市を訪れていただいた寺島実郎先生にこの内容

を報告させていただきました。中学生の交流、あ

るいは青木周蔵氏とその子孫や、青木氏と同じよ

うにオーストリア特命全権公使を務めた戸田氏共

氏、こういう縁がとても深いと、こういうことを

お伝えしたところ、もう一つそこに意識として加

えていただきたいことがあると、こういうご指導
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もいただきました。 

  その内容というのは、リヒャルト・クーデンホ

ーフ・カレルギー伯爵、この方は日本人の青山み

つさんという方と外交官との間に生まれた次男さ

んでございますが、日本で生まれて、オーストリ

アに今、引き揚げて、そして大きく思想的な分野

で大活躍をその後した方でもございますが、その

アドバイスを受けた内容がどうかを、私もここ１

週間ほど調べておりましたが、カレルギー伯爵、

この方は若干29歳で、オーストリアだけではなく

て、汎ヨーロッパ思想、いわゆるヨーロッパ連合、

ヨーロッパ連携、今のＥＵに発展していくわけで

すが、90年以上前にこの宣言を発した方が、オー

ストリアの日本と非常に関係の深い伯爵でござい

ました。 

  この母親は、武士道を中心に教育したとも伝え

られておりまして、この方の思想というのは、い

わゆる第二次大戦中、ナチスの迫害を逃れてアメ

リカに行っていたわけですが、この逃亡の手助け

も日本の外交官がお手伝いをしたと、こういう大

変なドラマを持っております。 

  1968年と70年、２回日本に来日をしております

が、これにはわけがありまして、ただ来たんでは

ありません。それまで親交のあった鹿島守之助さ

ん、後の鹿島建設の社長は、外交官、若い外交官、

当時彼のこの思想に心酔をしたと、こういうこと

がきっかけになって、後の総理の鳩山一郎さん、

あるいは池田大作さんとも数度の会見を通して、

日本が徹底した平和、あるいは平和と友愛路線で

すね、こういうものを深くこの日本のその後の政

治にも影響を与えた方。これを理解して、ぜひオ

ーストリアに交流を深めてくださいと、こういう

ことを実は寺島先生から過日ご指導をいただきま

した。 

  こういうこととあわせまして、私どもとしても、

今まで進めてきたこの国際交流、ああ、これでい

いかと、こういうような形の中で、現在、粛々と

準備を進めていると、こういう段階でございます

ので、ご理解をいただければと思います。 

  第１回の答弁といたします。 

○議長（中村芳隆君） 18番、金子哲也君。 

○１８番（金子哲也君） ありがとうございます。 

  寺島氏の大変この那須塩原と、それから日本と

非常につながるオーストリアのお話をしていただ

いて、本当に楽しみになってきました。 

  ちょうどこの質問通告書を提出した、提出が始

まったのが19日でしたけれども、その翌日の20日

に、私はまだ行ったことのない未知のまちである

リンツ市に向けて出発したわけですが、これから

結ばれる都市ではありますが、今やらなければ、

何事もなく終わってしまうんではないかというふ

うな後ろから切迫感に迫られて、この機会は今し

かないという思いで、いても立ってもいられずに、

私、単身出かけたわけです。 

  さて、リンツについて調べたいことがたくさん

あったのですが、一体何から始めていいのか、ど

こへ行けばいいのか、最初は本当に途方に暮れた

わけですけれども、まず10年間、中学校、中学生

が交流を続けてきたリサの中学校を訪ねました。

そこでは、大変歓迎してくださって、学校につい

ての細かい説明と、それから授業の参観と、それ

から校内の案内をしてくれて、本当に快い対応を

してくれました。実際に演劇をやりながらの英語

の授業など、とても興味深い授業を参観させてい

ただきました。 

  その後は、リサの学校に私がいろいろお願いし

て、私のために次々と視察したいところを段取っ

てくれました。 

  大学を視察したいと言ったら、すぐ近くの、も

う続いているようなところに大学がありまして、
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それは物すごい大きい大学で、ヨハネス・ケプラ

ー大学と言いました。そこをまたくまなく案内し

てくれました。 

  ヨハネス・ケプラーは有名な科学者で、リンツ

の人であります。あちこちに肖像が飾ってありま

した。そして、大学の講座室、図書館、学生食堂、

それからキャンパス内を本当にあちこち詳しく案

内、説明してくれたわけです。 

  翌日は市役所を訪ねました。福祉関係をお訪ね

したいということで受付で申し込んだのですが、

飛び込みで突然のことだったので、なかなか先方

とつながらなくて、あちこち２カ所ばかり訪ねた

んですが、そこがだめで、３カ所目でようやく福

祉部のライトリンという役が書いてありましたけ

れども、これ、ドイツ語で、辞書を引くと、つな

ぎ役という意味がありましたね。そういう役で、

福祉の上層部の人で、女性管理職の人でしたけれ

ども、その人が快く応対してくれまして、そして

児童福祉問題、それから高齢者福祉問題、虐待と

か、ひとり暮らしの高齢者の取り組みとか、女性

の社会進出とか、女性の労働と子育ての取り組み

など、多岐にわたって懇切丁寧なお話をしてくれ

ました。お互いに共通した問題もたくさんあって、

このまちとしても、非常に学ぶところがたくさん

あるなという思いをしました。 

  次に、ぜひ訪ねたいと思っていた市の図書館へ

行きました。10階建ての大変大きな図書館で、次

期図書館長になるという、やっぱり女性の人でし

たけれども、図書館の仕組みやサービスについて

詳しく説明してくれて、それでドイツとかオース

トリアは、図書館とか司書学というのが非常に有

名で、本当に視察の価値が十分あるなという思い

をしました。 

  その後、国際部の人に館内をくまなく案内して

いただいたんですが、なぜ国際部かというと、オ

ーストリアは移民の人がたくさんいるんですね。

そして、そういう人たちにも、やっぱり市民とし

て図書館を十分利用させるということで、本当に

ここはどこから来た人、ここはアフリカのどこか

ら来た人たちというふうなスペースをとって、本

当に懇切丁寧なそういう図書館づくりをしていま

した。 

  そして、本の並べ方も、書架にぎっしり本を並

べるんじゃなくて、非常に工夫がされていて、書

架を直接本が、市民から直接本が見えるような、

そういう並べ方のところもたくさんあって、非常

にゆとりのある図書館で、こういうところも非常

にいろいろ勉強になるところがあるということを

感じました。 

  また、翌日は、アルスエレクトロニクス博物館

ということで、ハイテクの技術を駆使した、物す

ごい未来の科学館みたいな、そういうところも見

てきました。それはもう本当に子供たちに夢を与

える、こんなことまでやっていいのかぐらいのす

ごいハイテクを使った、そして私みたいなお年寄

りにはなかなかついていけないぐらいの、そうい

うエレクトロニクスの技術を駆使していました。 

  それから、またリンツ市の植物園というのが、

市立の植物園というのがありまして、そこへ行き

ましたら、本当に美しい庭園と、それから世界の

珍しい植物なんかがたくさん集められていて、非

常に楽しい時間を過ごしました。 

  また、市民大学講座というのに取り組んでいま

して、たくさんの人がその講座に出て勉強してい

るというところも見せていただきました。 

  それから、教会がたくさんありまして、それか

ら大聖堂とかそういうのがまちじゅうにありまし

て、十ぐらいの教会を見させていただきました。 

  本当に視察研修が忙しくやったわけですけれど

も、さらに圧巻だったのは、ここへ行けというん
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で、市役所の、旧市役所と新市役所があるんです

が、旧市役所へ行きなさいというちょっと指図が

あったもんで、旧市役所へ行きましたら、何とリ

ンツ市長であるルーガーさんが迎えてくれまして、

そして、そこでしばし歓談ができたことも本当に

感激しました。 

  そして、私はあくまでプライベートで来ている

ことを断った上で、個人の意見として、将来に向

かって両市を、２つのまちを太いパイプでつない

でいきたいという話をさせていただきました。そ

うしたら、ルーガー市長も、私もぜひそう思って

いるということで賛同してくださったのは本当に

うれしかったです。 

  そして、この市長は、何と、これはちょっとよ

く聞き取れなかったんです。卒論か何か、勉強で、

オーストリアの王家と、それから明治維新という

ことで、そういうのを書いたんだということをお

っしゃっていたんで、いや、すごいなと思ってび

っくりしました。非常に何となく身近に感じるも

のがありました。 

  それから、もう一つは、昨年オープンしたばか

りの大音楽ホールがあるんですね。そこを訪ねた

ところ、そこの音楽ホールの音楽総監督と、それ

からそこにブルックナー管弦楽団というのがある

んですが、ブルックナー管弦楽団の常任指揮者、

この２人が何と出迎えてくれたんですね。そして、

リンツの音楽事情とか、いかに市民にじかに質の

高い音楽を提供できるか、生の音楽に触れる大切

さとか、それから教育的役割などを語ってくれた

んですね。 

  そして、本当にこんな普通だったらお会いでき

ないような人なんですけれども、本当にその後も、

やはりホール、新しくできたホールの舞台の大舞

台からまたその裏側に回って、楽屋とか練習場に

至るまで、本当に詳しく案内、説明をしてくれて、

また夜にはブルックナー管弦楽団の演奏会も聞く

ことができたんですね。 

  本当にリンツ市は真珠のような美しいまちで、

まちの中心街や通りもさることながら、広場もお

城も、それからドナウ川も、少し離れた周囲の風

景、緑の風景ですね、そこ、どこを見ても、何も

かも輝いて見えました。そして、何よりもそこに

いる人々が、男性も女性も、本当に生き生きと楽

しそうな姿でまちを行き交っているんですね。市

民の豊かさが本当にうかがわれる思いでした。 

  この美しいまちリンツと友好都市になれること

が、何と幸運なことかと。私をリンツに引き寄せ

た意味がやっとわかった気がしました。 

  この幸運な結びつきを最大限に生かして、いろ

いろな面で、すなわち文化・芸術や福祉・教育や、

産業・環境など多種にわたって交流、研修、学習

をしていければなという思いでした。 

  それと同時に、このすばらしい那須塩原へもリ

ンツから大勢来てもらって、当市のよさを十分体

験してもらいたいなという思いがしました。 

  ところで、この10年間続いている中学生の交流

ですね、これは今までに何人ぐらいになっている

か。そしてまた、ことしも予定があると思うんで

すが、どのようにそのスケジュールが進んでいる

のかお伺いしたいと思います。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  教育長。 

○教育長（大宮司敏夫君） それでは、中学生の海

外派遣関係のお尋ねでございましたので、私のほ

うからお答えさせていただきたいと思います。 

  本市の中学生海外派遣事業につきましては、基

本的には本市の中学校の各クラス１名の割合であ

りますので、年度によって若干変動ありますけれ

ども、およそ三十六、七名前後、これが毎年派遣

されているというふうなことでございます。ちょ
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っと手元に詳しいものがございませんので、それ

のこれまでの年数分という形になります。 

  ことしも予定どおり10月に入りましてからリン

ツ市のほう、リサのほうに行く予定になっており

ます。ことしは例年のスケジュールに１日加えま

して、１日多く現地に滞在するというふうな予定

になっております。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） 18番、金子哲也君。 

○１８番（金子哲也君） 三十六、七名前後という

ことで、これは去年も36人ぐらい、多分大人も入

れると、そうすると40人超えるのかなという感じ

がしますけれども、そういう人たちが毎年そうや

ってリンツ市を訪れるということは、もう10年た

つので、最初、果たしてそんなに多かったかどう

かわかりませんけれども、相当の人になっている

のかなという推測できます。 

  それで、私はいろいろ提案をしていきたいんで

すけれども、本当に中学生の交流はすばらしい教

育となって、リンツ市へ行ってきた生徒のみなら

ず、周りの生徒や家族にも多分広がりをずっと見

せてくれるのだろうと。そして、その体験が、ま

た10年後、20年後に社会の中で育っていくんだろ

うなと。そして、それはもう那須塩原市の大きな

遺産になって残るだろうなということが推測され

ます。 

  この交換留学は、もうこれからもずっと続けて

ほしいし、そしてその中からやがて、先ほど見て

きたリンツのケプラー大学とか、リンツの大学に

進学する人が、進学する希望者がぜひ出てもらい

たいし、また出たときには、バックアップ体制を

ぜひ構築してもらえればいいなと。毎年リンツの

大学に１人２人留学するようになったら、これは

またすばらしいことになるなというふうに思いな

がら、ケプラー大学のキャンパスを歩いてきまし

た。 

  ぜひそういうことで、将来、奨学資金とかそう

いうことも考えながら、支援をしてもらいたいと

思います。 

  ２つ目は、毎年、ぜひ市役所職員を中心にリン

ツ市への視察研修、こういうことにぜひ派遣して

ほしいなと。これから必ずまちづくりに役立って

いくと思われます。また、職員の励みにもなると

思われますね。 

  これとは別に、なおフランスの研修も、去年も

やりましたけれども、ことしも来年もぜひこれと

同時に継続していただきたいし、事後報告を聞き

ますと、とても意味のある研修になっていると思

われますね。 

  それで、３つ目は、文化・芸術のまちリンツ市

との音楽、美術、それから芸能などの文化交流を

ぜひこれから行ってほしい。これもすばらしい交

流になるだろうと予想できます。 

  それから、４つ目は、一般市民も募集して、毎

年例えば20人とか、ある程度のグループで視察に

ぜひ行ってもらいたい。そして、市民同士が交流

するということが本当に一番大事だなというふう

に感じます。これは、市がお金を出すというより

も、もう当然有償で、自分たちで行けばいいのか

なというふうに思っています。そういうことも募

集したり、そういう企画をぜひしてもらいたいな

というふうに思っています。 

  それから、５つ目は、ぜひ２人目の国際交流員

をリンツから招聘して、国際交流をもっと豊かに

してもらいたいなと。本当にこのまちは国際交流

に関しては非常におくれていたので、ぜひそれを

取り戻して、明るいまちづくりに貢献するよう、

とてもそれは大事なことだと思いますので、それ

も検討していただければなというふうに思います。 

  そして、最後に、議員に対してもリンツ市派遣
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をぜひ考えてもらいたい。議員はリンツ市との間

の太いパイプ役をぜひ果たさなければならないん

じゃないかというふうに考えてます。国際交流が

先々那須塩原市のまちおこし、それから先ほども

出ていました定住促進にどれだけ役立つか、多分

これからもうはかり知れないものがあると思いま

すね。そして、議員の役割、責務は、非常にそう

いう中で大きいと思うんですね。 

  これらの提案に対して、ちょっとまだ具体的に

は早いかもしれないんですけれども、もし所見が

あればお聞きしたいのですが、いかがでしょうか。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  企画部長。 

○企画部長（片桐計幸君） たくさんのご要望とい

いますか、いただきましたけれども、リンツ市に

つきましては、非常に歴史もありまして、芸術・

文化のすぐれた歴史のある都市であるというふう

に認識をしているところでございます。 

  現段階におきましては、まずもって姉妹都市提

携に向けた取り組みというところで進めさせてい

ただきたいというふうに思っております。 

  また、その姉妹都市提携ということの契機とな

りました中学生の海外派遣交流を継続していくと

いうことが重要であると思っております。さらに

充実すべきところは充実していくというふうな考

えで臨んでいきたいというふうに考えております。 

  また、市民同士の交流につきましては、姉妹都

市提携後、どのような交流ができるか、ちょっと

研究をしていきたいというふうに考えております。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆君） 18番、金子哲也君。 

○１８番（金子哲也君） 最終的には市民同士の交

流ということが一番大事なのかなと思っておりま

すので、ぜひ広い交流ができることを願って、こ

の項は終わります。 

  次に、２番目、公共施設のトイレ整備について

をお伺いします。 

  昨今の生活スタイルが多様化、変化する中で、

トイレの洋式化がその代表的なものの一つであり

ます。少子高齢化が進む中で、一般家庭では洋式

トイレが当たり前になり、高齢者や障害を持った

方などの中には、洋式トイレでないと利用が難し

い場合もあると思います。そのような中、古い公

共施設ほどトイレの洋式化がおくれている状況で

はないでしょうか。 

  そこで、今後の公共施設におけるトイレの洋式

化の取り組みについてお伺いいたします。 

○議長（中村芳隆君） 18番、金子哲也君の質問に

対し、答弁を求めます。 

  総務部長。 

○総務部長（和久 強君） ２つ目の公共施設のト

イレ整備についてお答えいたします。 

  公共施設の和式と洋式のトイレの設置状況につ

きましては、現在、199の施設におきまして合計

3,545基のトイレがあります。うち洋式は1,710基

で、洋式化率は48％というふうになっております。 

  施設ごとの洋式化率は、庁舎関係ですと50％、

子育て・保健・福祉施設でありますと72％、観光

施設が38％、公園・広場関係が35％、社会教育施

設41％などとなっており、古い施設の洋式化率が

低い傾向にございます。 

  最近の整備事例としましては、西那須野公民館

では、箇所ごとに和式１基ずつ設置されている以

外は洋式トイレで整備されているなど、洋式化が

主流となっております。 

  このため、更新や大規模改修を予定している施

設につきましては、多くを洋式トイレにしたいと

いうふうに考えておりますが、洋式トイレはだれ

が座ったかわからないので使いたくないという声

もありますので、和式もある程度は残す必要があ
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るものと考えております。 

  また、当面大規模な改修を予定していない施設

におきましても、利用者の多い箇所につきまして

は、２分の１以上が洋式トイレとなるよう、計画

的に整備を進めていきたいと考えております。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆君） 18番、金子哲也君。 

○１８番（金子哲也君） 数字のほうをお聞きしま

した。こういう中で、特に文化会館とか、三島ホ

ールとか、ハーモニーホールとか、こういうホー

ルにおけるトイレの設備ですね、そういうものが、

こういうホールの場合は、例えば演奏会とかそう

いう催し物の休憩時間に集中して皆さんが使うと

いうことで、15分とか20分とか、そういう間に物

すごい行列で、時には外までずっと並んでいると

いうような状況で、和式、洋式を選択するなんて

いうことは、もうとてもできる状況ではないです

ね。 

  それで、ちょっと文化会館とかホールの数をち

ょっと調べたんですけれども、文化会館の大ホー

ルは、２階のトイレで、これは女性トイレなんで

すけれども、８つ、８基ある中で、７つが和式な

んですね。そして、洋式はたった１つなんですね。

それから、地下トイレは、９つあるうち洋式はた

った２つなんですね。それから、小ホールでも、

６つトイレがある中で、洋式は１つですね。 

  それと、三島ホールで、７つ女性トイレある中

で、洋式は１つですね。 

  それから、ハーモニーホール、ここでも１階ト

イレで13の女性トイレがあるんですけれども、そ

のうちの７つが洋式、大体半分洋式になっていま

すね。それから、３階にもトイレがあるんですけ

れども、３階の場合は４つトイレがあって、４つ

とも全部洋式です。それから、小ホールでは８つ

トイレがあって、４つ洋式ということで、ハーモ

ニーホールは半分が洋式になっていますね。 

  しかし、これでは、１つぐらいしか洋式トイレ

がないということでは、とてもとてもお年寄りと

かそういう人には本当に困るわけで、これはもう

緊急に何とかしなくてはならないことじゃないか

なと思います。 

  それで、私、ちょっとこれは緊急にするにはど

うしたらいいかということで、実はカインズホー

ムでちょっと調べてきたんですけれども、便座だ

け置く形の洋式トイレがあるんですね。それなん

かだと5,000円ぐらいで売っているんですね。も

う本当に緊急措置として、こういうものも使わざ

るを得ないんじゃないかというふうに考えます。 

  そして、このことは、私のところへ市民からた

くさん苦情が来るんですよね。一体これはどうし

てこんな状態でほうっておくのかというふうなお

しかりを私は何度も受けているわけなんですけれ

ども、本当に今、各家庭ではほとんど洋式になっ

てきてますね、各家庭がね。本当にびっくりする

ほど変わってきています。 

  それで、先ほどもやはり和式でないと困るとい

う声があるという話がちょっとありましたけれど

も、しかし、これは３年後、５年後になったら、

そういう人たちでさえも、和式でどうなのという

ことにもうすぐなっていきますから、ですから先

を見たいろいろ計画をぜひとってもらいたいです

ね。 

  もうこれからつくる施設については、和式はも

うゼロでいいと思うんですよ。今現在、１つぐら

い必要だと思っても、先を考えたら、もうそんな

のもう全然必要なくなって、何であのとき１つだ

けこんなことやったのかなって、そのときの担当

者が本当に疑われるということになりかねません

から、そういうことで、これ、どうでしょうか。

こんな緊急性があることで、少しでも何とか改良
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ができないでしょうか、お伺いします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（伴内照和君） 今、ご質問ありました

特に文化会館等のトイレの洋式化ということでご

ざいますが、昭和50年代の後半に設置をした施設

でございまして、当市においては洋式トイレとい

うのは基本的にほとんど整備されてなかったとい

う状況でございます。 

  ただいまご指摘ありましたように、その必要性

というものは十分理解をしている中で、平成23年

度に市民ホールで２基、24年度に大ホールの楽屋

で２基、また昨年度は大ホールの地下で２基、改

めて洋式化を図ったところでございます。 

  この施設、かなり古い施設でございますので、

ブースの広さというんですか、そういったものも

単純に洋式化できるかというと、なかなか難しい

ところもございますので、そういったところも十

分今後検討しながら、できるだけ計画的に洋式化

を図っていければというふうに考えております。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） 18番、金子哲也君。 

○１８番（金子哲也君） これは本当にお年寄りと

か足腰の弱い人にとっては、本当にもう音楽会に

も行けないというふうなことにもなりかねないの

で、それこそ先ほども言った簡易洋式トイレ、こ

れでとりあえず緊急に間に合わすということも頭

に入れながら、ぜひこれ、検討してもらいたいな

ということで、この項を終わります。 

  次に、３番目、学校教育についてということで、

今年度からＡＬＴによる英語教育の実りある成果

を目指して大なたを振るうことになりましたけれ

ども、大胆な、そして先進的な施策でもあり、的

を射たものであると大いに評価するものでありま

す。子供たちの未来に期待することが多くありま

すね。 

  また、昨年から、日本人の不得意とする「ディ

ベート」にも力を入れる教育を一部の学校で実施

していると伺っており、これについても大いに期

待しているところであります。 

  そのような中で、今、社会生活の中で足りなく

なっているものは、「物を考える」ということ、

「思考する」ということ、そういうことではない

でしょうか。社会の中で思考をしないことによっ

て、どんな危険なことが起こり得るかはかり知れ

ません。それゆえ、思考することによって、人間

の本質を高めることがどれだけ重要なことである

か、現代社会に問われることと思います。 

  未来を担う子供たちにどのようにして思考する

時間をつくるか、思考することの習慣づけができ

るか、思考する能力を身につけられるかが今の学

校教育の中で非常に大切なことであると思われま

す。 

  そこで、児童生徒が思考することを習得するた

めの施策についてお伺いいたします。 

○議長（中村芳隆君） 18番、金子哲也君の質問に

対し、答弁を求めます。 

  教育長。 

○教育長（大宮司敏夫君） それでは、学校教育に

ついて、特に児童生徒が思考することを習得する

ための施策についてのお尋ねでございますので、

お答えを申し上げたいと思います。 

  人が知識や技能を習得したり、課題を解決する

ために思考、判断、表現することは、言語によっ

て行われるわけであります。学習活動の基盤とな

るものは、言語能力と言われておりますことから、

本市各学校におきましては、各教科や領域でさま

ざまな言語活動が工夫されております。 

  とりわけ国語科の授業におきましては、「的確

に理解し、論理的に思考し表現する能力」、ある
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いは「互いの立場や考えを尊重して伝え合う能

力」など、言語に関する能力そのものを育成する

ために、小中学校９年間を通して継続して現在、

指導が行われているところであります。 

  また、その能力がどのくらい子供たちに身につ

いているかということも大切でありまして、小学

校２年生から中学校２年生までを対象としました

ＮＲＴと言われます「教研式標準学力検査」を行

ったり、あるいは全国学力・学習状況調査等、そ

ういったさまざまなものから児童生徒の学力の状

況を分析、そして課題を明らかにして、その課題

の解決のために取り組んでいるというふうなこと

であります。 

  また、大きなものとして２つ目に考えられるこ

とは、教員の授業力の向上に向けた取り組みであ

ろうと、こう思っております。 

  これまでも県教委と一緒に計画訪問ということ

で各学校を定期的に訪問しておりますが、加えて

市単独で現在、学校訪問を実施をしておりまして、

それらの機会を通しまして、研究授業を参観して、

指導主事が授業力向上に向けました指導助言を適

切に行っているところであります。 

  また、ご承知のとおり、昨年度から授業や、あ

るいは学級経営におきまして、大変すぐれた力量

を発揮して実践している教員を「授業力向上委

員」というふうに名づけまして委嘱し、特に若手

教諭対象に師範授業を公開することによりまして、

思考力、判断力、表現力を引き出すための授業の

あり方につきまして、そのレベルアップを図って

いるというところでもあります。 

  また、もう一つぜひお話し申し上げたいのは、

子供たちの読書活動の推進であります。 

  子供たちは、本を読むことによりまして言葉を

獲得し、本から多くの知識を得て、感動する体験、

あるいは想像する力、こういったものを得ること

ができるわけであります。また、そして当然のこ

とながら、考える力も伸びていくわけであります。 

  市としましては、読書活動を支援するために、

学校図書予算の増額、あるいは学校図書館担当職

員の配置、さらには小中学校への新聞の配備など

を現在、行っております。 

  さらに、昨年度から始めました「那須塩原っ子

図書館を使った調べる学習コンクール」では、自

分のテーマに沿って多くの本から情報を得まして、

それらの情報をまとめ、自分の考えを発信すると

いうふうな探求型の学習も現在、推進をしている

ところであります。 

  なお、補足になりますけれども、子供の読書活

動を推進するすべて実践活動を行っている学校と

いたしまして、昨年、文部科学省より本市の西小

学校が表彰を受けたわけでありますが、これは本

市の学校図書館の充実を長年にわたりまして支援

してくださっております多くの本市の図書ボラン

ティアの皆様のおかげであると、こう思っており

ます。 

  また、授業の中に学校図書館を活用したり、あ

るいは読書活動を取り入れ、子供たちの思考力、

判断力、そして表現力を伸ばす取り組みが重要で

あるということを再認識をいたしておりまして、

今後も継続して力を入れていきたい、このように

考えております。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） 18番、金子哲也君。 

○１８番（金子哲也君） この物を考える、思考す

るということは、絶えず、常時考えなくてはなら

ないことだと思います。 

  そういう中で、いろいろの形で、読書活動とか

そういう形で、子供たちに思考すること、そうい

う習慣、そういうものを身につけるということが

本当に大事なことではないかと思っております。 
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  そして、それは先生がやはり常時そういうこと

を頭に入れて子供たちと接するということが必要

になってくるのかなというふうに考えます。 

  教育長の答弁、とてもありがたくお聞きしまし

た。 

  それで、先ごろ副市長との話の中で、思考しな

いことによって、どんな危険なことが起こり得る

かということをお話し合いしたことがありました。

このことは、これから先、このままの社会構造変

化のままで進んでいくと、ますます起こり得るこ

とが予想されますね。思考しないことで、非常に

危険なことが起こり得ると。これについて、もし

所見がお聞きできれば、お願いいたします。 

○議長（中村芳隆君） 副市長。 

○副市長（渡邉泰之君） 今、私の名前も出たので、

私から答弁させていただきますが、教育の関係で

すと、昨年から実は文部科学省の委託研究という

ことで、いじめ対策コンソーシアムというものを

やっておりまして、私のほうも教育長とともに参

画して、カリキュラムの作成とかにも一定関与し

ているわけですけれども、そこでの１つのねらい

というのが、児童生徒に対しての思考する力を身

につけさせるというところもあるかなと思ってお

ります。 

  どういうことかと申し上げると、要するにいじ

めというものですけれども、なぜ自分がいじめた

くなるのかとか、なぜいじめている人間の行動を

自分がとめられないのかという自分の心をきちん

と冷静に見詰めて考える、そういうような訓練を

しないと、ただいじめはだめだから、やめなさい

と学校から命令されて、それに従うというような、

そういうような考える能力を失わせるようなやり

方でしかやっていないと、逆に上からいじめをや

れと命令されれば、そのまんまやる子供がそのま

んまでき上がって大人になっていくということで、

そうではないと。自分の頭の中で、だれかに命令

されたからやる、やらないというのではなくて、

自分の中で判断する、そういう思考能力を身につ

けさせないと、本当のいじめの問題は解決しない

だろうというようなことで、実は文部科学省から

委託を受けてやっている事業でございます。 

  思考能力の欠如、あるいは想像力の欠如という

言葉がですね、金子議員にちょっと話をしたとき

に、その言葉自体は、実は第二次大戦中にアメリ

カに亡命したユダヤ人のハンナ・アーレントとい

う哲学者がいまして、その人がナチスの何百万人

というユダヤ人を強制収容所に送ったアイヒマン

という人がいるんですが、そのアイヒマンを称し

て、思考能力の欠如という言い方をしています。

それをちょっと踏まえて私はお話ししたんですけ

れども、結局、何百万人という人間を殺すという

ことの想像ができない。単に上司の命令で言われ

たから殺してしまうと、そういうようなことが、

同じ人間であっても、たかだか数十年前にやって

しまった人たちがいると。それは決して他人事で

はなくて、我々もきちんとした思考の能力を身に

つけないと、そういう人間となってしまって、結

果としては非常に社会に対して害を与えるような

人間をつくってしまうということになるかなと思

っております。 

  そういう意味で、那須塩原の市民、さらに特に

これからの社会を担う小学生、中学生には、きち

んと自分で考える能力を身につけていただきたい

ということで、実はそういういじめ対策コンソー

シアム等もやっておりますので、ぜひことしも引

き続き文部科学省の委託も受けてやっております

ので、お時間のある方はごらんいただければとい

うふうに思います。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） 18番、金子哲也君に申し上



－61－ 

げます。誘導的に答弁者を指名しないように注意

をいただきたいと思っております。 

  18番、金子哲也君。 

○１８番（金子哲也君） 思考するということで、

いじめ対策、そういうことにもかかわってくると

いうことで、本当にそういう思考するということ

がどれだけ大事かと。そして、今の子供たちの間

で、ゲーム機とか、パソコンとか、携帯電話とか、

そういうものが子供たちの間にはんらんしている

わけですけれども、なかなか静かに物を考える時

間とか環境がありません。 

  今、こんなことがよく言われているんですが、

子供たちが何か困ったことがあると、安易に先生

に聞いてしまう、親に聞いてしまう、友達に聞い

てしまう。要するに、自分で考えずに処理してし

まうと。もちろん聞くことが悪いとかということ

ではないんですけれども、自分で考える、そして

判断するというそこが抜けているわけですね。 

  それと同様に、会社の中でも、若い社員の中に

は、上から言われていないことは答えられなくて

困ることがしばしばあると言われています。上か

ら命令されたり言われないことは、自分自身で考

えないんですね。つまり自分自身で判断すること

が抜けているわけです。こういうことがこれから

だんだん多くなっていくことが懸念されるわけで

す。 

  このことは、将来に向かって本当にゆゆしき問

題であると思います。思考することを学校教育の

中で絶えず重視して、取り入れていくことがとて

も大切なことであると思われますので、きょうは

このことを質問の中で取り上げたわけです。 

  そして、思考すること、物を考えることは、

我々自身が最も大事にしなくてはならないことで

あると思います。人間存在そのものにかかわって

いることであると思います。 

  以上で質問を終わります。 

○議長（中村芳隆君） 以上で18番、金子哲也君の

市政一般質問は終了いたしました。 

  ここで昼食のため休憩いたします。 

  午後１時会議を再開いたします。 

 

休憩 午後 零時０２分 

 

再開 午後 １時００分 

 

○議長（中村芳隆君） 休憩前に引き続き会議を開

きます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◇ 櫻 田 貴 久 君 

○議長（中村芳隆君） 次に、７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） それでは、皆さん、こんに

ちは。議席番号７番、ＴＥＡＭ那須塩原、櫻田貴

久です。 

  通告に従い市政一般質問を行います。 

  １、観光行政について。 

  ＪＲ東日本が、４月からの３カ月間、全社を挙

げて本県を重点的にＰＲする「本物の出会い栃木 

春の観光キャンペーン」を行った。また、県は県

内約600カ所の観光、飲食、宿泊施設などを対象

に、割り引きやプレゼントなどの特典がある「と

ちぎ周遊パスポート事業」をスタートさせた。 

  本市としても、今回のキャンペーンを機に、本

市の魅力をさらに発信し、観光客回復の起爆剤に

してほしいと思うことから、以下の点についてお

伺いをします。 

  ⑴本市の平成25年度の観光客入込数は978万

9,918人で、前年と比較して27万1,626人の増

（2.9％の増）となっているが、増加の原因につ
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いてお伺いします。 

  ⑵本市の平成25年度の観光客宿泊数は96万

1,716人 で 、前 年 と比 較して ４ 万 4,071人

（4.8％）の増となっており、地区別に見ると、

塩原地区が79万8,124人、対前年比6.5％と最も多

くなっているが、増加の原因についてお伺いしま

す。 

  また、黒磯地区が13万1,985人で、対前年比で

は0.6％減、うち板室地区は９万5,515人で、対前

年比では5.9％減、西那須地区が３万1,607人で、

対前年比では10.5％の減となっているが、減少の

原因についてお伺いをします。 

  ⑶震災前の平成22年度並みの回復にはもう一歩

届かないながらも、本市が取り組んだ風評被害払

拭は非常に評価できると思うが、改めて今後の風

評被害払拭に向けた取り組みについてお伺いをし

ます。 

  ⑷本市の宿泊施設に対する東京電力からの損害

賠償の現状についてお伺いをします。 

  ⑸震災前から現在に至る、市内宿泊施設の収容

人数の推移についてお伺いします。 

  ⑹これからのトップシーズンを迎える本市の誘

客に向けての取り組みをお伺いします。 

  以上、１回目の質問とさせていただきます。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君の質問に

対し、答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（藤田輝夫君） それでは、１、観

光行政についてのご質問に順次お答えいたします。 

  初めに、⑴平成25年における観光客入り込み数

が前年と比較して2.9％増加している原因につい

てでございますが、増加した主な原因については、

２つほど考えられます。 

  まず、１つ目といたしましては、観光ＰＲの対

象を県内中心から主たるマーケットでございます

首都圏中心に転換し、各種メディアを複合的に活

用したＰＲが功を奏したと考えております。 

  ２つ目といたしましては、観光客入込数が多い

施設でございます那須ガーデンアウトレットが平

成24年７月に増床され、平成25年度においても集

客力を維持していることが、本市全体の観光客入

込数の増加につながったものと考えております。 

  次に、⑵平成25年の観光客宿泊数は市全体では

前年比4.8％の増となっている中で、地区別には

塩原地区が6.5％増、黒磯地区が0.6％減、うち塩

原地区は5.9％減、西那須野地区が10.5％減とな

った原因について、失礼しました。黒磯地区につ

きましては、板室地区が5.9％の減ということで

ございます。西那須野地区が10.5％減となった原

因についてお答えいたします。 

  本市では、首都圏を中心としたマーケットに対

しまして、本市の認知度の向上に向けたさまざま

な観光プロモーション活動を展開してまいりまし

た。 

  塩原地区の対前年比6.5％増の要因は、こうし

た誘客対策の成果があらわれたものと考えており

ます。 

  板室地区の前年比5.9％減につきましては、板

室温泉の特徴でもございます連泊する湯治客の減

少傾向が主な要因になっていると考えておりまし

て、結果的に黒磯地区全体の対前年比0.6％減に

つながっているものと思っております。 

  また、西那須野地区の対前年比10.5％減につき

ましては、宿泊者減の大半がビジネス客でござい

まして、前年と比較してビジネス客の宿泊者が少

なくなったためだと考えております。 

  次に、⑶今後の風評被害払拭に向けた取り組み

についてお答えいたします。 

  風評被害の払拭や全国に知られる魅力ある観光

地とするために、観光地における質の向上と効果
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的なプロモーションの２つを柱といたしまして取

り組んでまいる考えでございます。 

  まず、質の向上については、観光協会等との連

携によりまして、マーケットニーズに対応いたし

ました、いわゆる観光客が求める観光素材でござ

います温泉、食べ物、見どころ、お土産等を磨き

上げることにより、誘客に努めてまいります。 

  次に、プロモーションにつきましては、主たる

マーケットである首都圏において、テレビ、雑誌

広告等によるメディアミックスを活用したＰＲを

波状的に行うことで相乗効果を高め、誘客につな

げてまいります。 

  あわせまして、インバウンド事業ということで、

上海を拠点とするＰＲ活動や外国人向けの情報発

信を実施いたします。 

  次に、⑷本市の宿泊施設に対する東京電力から

の損害賠償の現状についてお答えいたします。 

  宿泊施設の個々の損害賠償の現状については把

握しておりませんが、本年２月25日に、県北７地

区の観光協会で組織いたします北とちぎ広域観光

連絡協議会が東京電力に賠償の継続を求める要望

書を提出いたしました。 

  これに対しまして、３月17日に東京電力から、

賠償を一律に打ち切るものではなく、個別事情に

応じて適切に対応する旨の回答を受けております。

市といたしましても、今後の損害賠償の対応の動

向を注視してまいりたいと考えております。 

  次に、⑸震災前から現在に至る市内宿泊施設の

収容人員の推移についてお答えいたします。 

  東日本大震災前である平成22年におけるホテ

ル・旅館等の収容人員は１万2,828人であり、震

災のあった平成23年度は１万2,573人、震災後の

平成24年は１万413人、平成25年度は１万282人と

推移しております。平成25年は平成22年に比べま

して2,546人、率にして約19.8％の減少となって

おります。 

  次に、⑹これからトップシーズンを迎える本市

の誘客に向けての取り組みについてお答えいたし

ます。 

  夏休み期間、紅葉時期等のトップシーズンの誘

客対策につきましては、ＪＲ東日本タイアップ事

業によって、首都圏の主要な駅構内へのパンフレ

ット設置やポスターの掲示、山手線車両等への中

づりポスター広告など、効果的なプロモーション

を実施いたしまして、一人でも多くの観光客に訪

れていただきたいというふうに考えているところ

でございます。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） それでは、産業観光部長に

は、企画部にいた経験を生かし、観光地づくりを

ビジネスにつなげることにより、観光地づくりの

取り組みを自立的かつ継続的なものとするため、

売れる旅行商品を開発し、観光地づくりの取り組

みを継続する地域の担い手を育成し、自立的経営

へ誘導することにより、観光地づくりをビジネス

につなげる取り組みを支援いただきたく、期待を

込めて再質問をさせていただきます。 

  また、部長においては、お見知りおきのほどを

よろしくお願いいたします。 

  それでは、⑴、⑵は関連しておりますので、一

括して再質問をさせていただきます。 

  観光ＰＲの対象を、県内中心から主たるマーケ

ットである首都圏中心に転換した理由についてお

伺いをします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（藤田輝夫君） 観光ＰＲを首都圏

中心に転換した理由についてでございます。 

  最近では、観光客がみずから旅行先を選定する
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個人旅行の傾向が強く、嗜好も多様化してきてお

ります。さらに、少子高齢化が進むことによって、

観光業の市場も縮小いたしまして、全国の観光地

間の競争激化が激しくなってくるというふうに考

えております。 

  本市の観光地が今後勝ち残っていくためには、

限られた財源の中で、より効果的で効率的な観光

プロモーションを実施していくことが必要である

ことから、観光ＰＲの県内向けと首都圏向けの比

重を変更したということでございます。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） 非常に評価のできる作戦の

変更だと思います。これからも民間的な発想を大

切にしながら取り組んでもらいたいと思います。 

  それでは、各種メディアを複合的に活用したＰ

Ｒの具体的な内容についてお伺いをします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（藤田輝夫君） お答え申し上げま

す。 

  平成25年度に実施してきたＰＲの内容について

でございますが、主たるマーケットである首都圏

に対しまして、テレビ、ラジオ、新聞広告及びＪ

Ｒ東日本とのタイアップ事業など、メディアミッ

クスを活用いたしまして情報発信することによっ

て、観光地としての知名度を高めてまいったとい

うことでございます。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） 本市の得意とするところだ

と思います。ぜひこれからも積極的に行ってくだ

さい。よろしくお願いします。 

  それでは、本市の観光客入込数の多い施設でも

あります那須ガーデンアウトレットとの誘客につ

いての連携を今後どのように図っていくのか、本

市の考えをお伺いします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（藤田輝夫君） お答え申し上げま

す。 

  アウトレットとの連携ということでございます

が、アウトレットにつきましては、本市の観光振

興を推進していく上で非常に重要な役割を果たし

ていただいているというふうに思っています。 

  アウトレットと連携いたしまして、訪れていた

だいた観光客をほかの観光地へ回遊させる、そん

なような仕組みについても今後検討していきたい。

加えまして、アウトレット内にあります案内所の

充実についても、検討してまいりたいというふう

に考えております。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） アウトレットの案内所の場

所については、再三質問をしてまいりました。ぜ

ひスピード感を持って対応してもらいたいと思い

ます。 

  それでは、平成25年の観光客入込数の月別での

状況を本市としてはどのように分析し、把握して

いるのかをお伺いします。 

  また、観光客宿泊数についても、同様にお伺い

をいたします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

○産業観光部長（藤田輝夫君） それでは、月別の

入込数と月別の宿泊者数についてお答え申し上げ

ます。 

  入込数につきましては、５月が約93万人ですね。

そして、７月が約90万人、８月が128万人、そし

て10月が90万人ということでございまして、今言

った月が入り込み数が多い月ということでござい
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まして、12月から３月までの冬期間は入込数の少

ない月ということでございます。 

  また、宿泊数につきましては、８月が13万

8,000人、10月が約９万5,000人、11月が約10万人

ということで、これらが宿泊数の多い月、そして

宿泊者数が少ない月につきましては、12月から２

月までの冬期間ということでございます。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） 答弁ありがとうございます。 

  それでは、観光客入込数及び観光客宿泊数の月

別の実績を踏まえ、本市の月別の誘客の戦略につ

いて、具体的にお伺いをします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（藤田輝夫君） お答え申し上げま

す。 

  トップシーズン、観光客が多いシーズンですね、

こちらにつきましては、ＪＲ東日本タイアップ事

業を中心としたＰＲ等を行いまして、首都圏に対

し実施していて、首都圏からの誘客を持っていき

たい、誘客に向けていきたい。 

  そして、冬の閑散期につきましては、ＪＲ東日

本タイアップ事業以外にも、スキー場とのタイア

ップ等によって、入込数や宿泊数の底上げにつな

がるような、そんな取り組みをしていきたいと考

えております。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） ぜひ月別の実績を踏まえ、

効果的な誘客対策を積極的に行ってください。よ

ろしくお願いします。 

  そこで、塩原地区、板室地区の宿泊客層の違い

を本市としてはどのようにとらえているのかお伺

いをします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（藤田輝夫君） お答えいたします。 

  塩原地区と板室地区の客層の違いということで

ございますが、これまでの傾向という中では、塩

原地区の宿泊客は、１泊から２泊の短期滞在型の

客層だということで認識しているところでござい

ます。また、板室地区につきましては、連泊型で

固定客のリピーターが多い、そんなようなことを

認識しているところでございます。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） 塩原地区の宿泊者の誘客対

策について、今後どのように継続していくのか、

誘客対策についてお伺いをいたします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（藤田輝夫君） お答えいたします。 

  塩原地区については、おかげさまで順調に宿泊

客についても伸びているというような状況がござ

いますので、引き続き主たるマーケットでござい

ます首都圏に対しまして、テレビ、雑誌広告及び

ＪＲ東日本とのタイアップなどによるミックスメ

ディアを活用いたしまして情報発信を行い、観光

地としての認知度というものを高めてまいりたい、

そんな取り組みを進めていきたいと考えておりま

す。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） ぜひ塩原温泉が業界紙で上

位に食い込むように、認知度を高めてもらいたい

と切にお願いを申し上げます。 

  そこで、塩原地区の関係者との連携についてお

伺いをいたします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 
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  産業観光部長。 

○産業観光部長（藤田輝夫君） 塩原地区の関係者

との連携についてでございますが、現在も連携を

しているところでございまして、地元の自治会、

あるいは関係団体から構成します塩原温泉活性化

推進協議会や塩原温泉観光協会等と連携をしてお

りまして、それらとの連携をさらに深めまして、

塩原温泉の魅力をより磨き上げるための検討を進

めてまいりたいと、そのように考えております。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） それでは、塩原地区につき

ましては、ただいま結果が出ていますので、引き

続き地元の人たちと連携をし、持続可能なものに

してもらいたいと思います。 

  それでは、板室地区の宿泊客の減少について、

本市としては今後、板室地区にどのような誘客対

策をするのかお伺いをいたします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（藤田輝夫君） 塩原地区、板室地

区に対して、違ったような観光プロモーションを

行っているということではございません。したが

いまして、塩原地区につきましても、観光協会あ

るいは旅館組合等と連携を図りながら、引き続き

ＪＲタイアップ事業を活用して、板室地区観光Ｐ

Ｒポスターの首都圏の主要駅への掲示や雑誌広告

への掲載、さらにはホームページやフェイスブッ

クを活用した情報発信を継続的にしていきたい、

そんなようなことで誘客を図ってまいりたいと考

えているところでございます。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） ぜひ期待をしています。 

  また、板室温泉の強みを十分に理解をし、板室

温泉のオリジナルツアー、例えば板室ダム湖のカ

ヌー体験、ニッコウキスゲ祭り、木の俣園地の活

用なども視野に入れ、きめ細やかな情報発信をし

てもらいたいと強く要望をいたします。 

  板室地区も、昔の湯治客から少しずつ客層が変

わりつつあると思います。最近では個性的なお宿

もでき、少しずつではありますが、雰囲気が変わ

ってきました。 

  そこで、変わりつつある板室地区への支援につ

いて、本市の考えをお伺いします。 

  また、地元の経営者の方とどのような連携を考

えているのかお伺いをいたします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

○産業観光部長（藤田輝夫君） お答え申し上げま

す。 

  旅館組合と地元関係団体から構成しております

板室温泉活性化委員会と連携いたしまして、板室

温泉の魅力をより一層磨き上げるための検討を行

いまして、観光地としての質の向上を図る支援を

してまいりたいというふうに考えております。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） このことに関しては、ぜひ

スピード感を持って取り組んでもらいたいと思い

ます。 

  板室の若手経営者に期待をしたいと思います。 

  部長、鉄は熱いうちに打てです。 

  それでは、西那須野地区の前年比10.5％減につ

きましても、今、宿泊客のニーズも変わりつつあ

り、月曜から金曜まではビジネス客、土・日に関

しては観光客がふえつつある現状から、今までの

概念にとらわれることなく、誘客の対策に努めて

もらいたいと思いますが、本市の西那須野地区に

おけるさらなる誘客対策についてお伺いをいたし

ます。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 
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○産業観光部長（藤田輝夫君） 西那須地区の誘客

対策ということでございます。 

  ご承知のとおり、西那須地区には松方別邸、大

山別邸など、明治の元勲ゆかりの地が多く、観光

協会を初め、関係団体との連携を図りながら、こ

れらの資産を活用した史跡めぐり等の観光ツアー、

そんなものについても検討してまいりたいという

ふうに考えております。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） このこともぜひ前向きに検

討してもらいたいと思います。 

  私も市会議員になり６年目になりましたが、今

回初めて西那須の観光について、会派の同志であ

ります齊藤誠之議員が４日目の３番目に一般質問

を行いますので、ぜひ前向きな答弁と西那須の観

光発展を期待しています。どうぞよろしくお願い

いたします。 

  それでは、黒磯地区の誘客対策についてもお伺

いをいたします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（藤田輝夫君） こちらについても、

誘客活動については皆同じ方向性でやっておりま

す。ホームページやフェイスブックを活用して、

イベントや開花情報等の発信を粘り強く行って、

一人でも多くのお客さんに来てもらうような、そ

んな取り組みを進めてまいりたいと考えておりま

す。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） ぜひ黒磯地区も、黒磯地区

の強みを十分に理解し、積極的に誘客対策に努め

てもらいたいと思います。このことも強く要望い

たします。 

  それでは、⑴、⑵の最後の再質問に入りますが、

国内外から選考される国際競争力の高い魅力ある

観光地域づくりを推進するため、地域の取り組み

を段階に応じ、地域独自のブランドの確立を通じ

た日本の顔となる観光地域の創出に向けた取り組

みを支援している観光地域ブランド確立支援事業

など、国との連携も視野に入れた本市の観光のさ

らなる誘客の対策の国・県との連携についてお伺

いをいたします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（藤田輝夫君） お答え申し上げま

す。 

  国の観光施策へ対策支援ということも、昨今で

はいろいろなメニューの事業が出てきておるとこ

ろでございます。本市の観光戦略に合致した支援

制度の活用等について、県あるいは国と連携しな

がら、今後、調査研究を進めてまいりたいという

ふうに考えております。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） それでは、⑶、⑷は関連を

していますので、一括で再質問をさせていただき

ます。 

  本市の観光地の風評被害の状況と推移について

お伺いをいたします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（藤田輝夫君） お答え申し上げま

す。 

  平成25年の入込数及び宿泊者数というものを震

災前と比較してみますと、先ほども答弁したとお

り、震災前の数値には届いていないものの、昨年

と比較しますと、増加傾向にございまして、依然

として厳しい状況下にはあるものの、回復傾向に
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はあるのかな、回復基調になってきたのかなとい

うふうに認識しているところでございます。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） それでは、県全体に風評被

害が及んでいたが、本市は県と今後どのように連

携をし、風評被害払拭に向けた誘客促進活動につ

なげていくのかをお伺いいたします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（藤田輝夫君） 県と連携した風評

被害払拭対策ということでございます。 

  県が主催しますキャンペーン活動等に観光関係

団体との連携を図りながら参加するなどして、今

後も県や関係団体の協議を重ねながら、協働して

誘客促進活動を促進してまいりたいというふうに

考えております。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） ぜひ県と一体となってさら

なる努力をお願いいたします。 

  それでは、ここで市長に１点だけお伺いをしま

す。 

  市長は、５月18日から20日の３日間で上海でト

ップセールスを行ってまいりましたが、本市が福

島に近いということで、この原発事故などの影響

について、中国人から何か質問はなかったかお伺

いをいたします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  市長。 

○市長（阿久津憲二君） この風評被害については、

全く話題に上がりませんでした。 

  ただ、中国の旅遊局、上海市の。局長、副局長

さんを交えて話した中で、私の直感として、空気

はきれいですかと聞かれたんですよ。これは多分、

原発ではなくて、今、中国で話題になっている空

気の汚れ、これについて尋ねられたと思うんで、

そういうことは全くないとのお話をさせていただ

いたのが現状でございます。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） 市長、本当にトップセール

ス、ご苦労さまでした。 

  東京オリンピックが来たのも、安倍さんが福島

は安心なんだと、そう言ったことがきっかけだっ

たというので、市長の今のトップセールスの結果

を聞いて、さほど中国人は気にしてないのかなと

いうような感じを受けますが、その辺もさらなる

風評被害払拭に努力をしてもらいたいと思います。 

  それでは、次に原子力発電所事故に伴う風評被

害によって、風評被害の長期化が懸念されていた

が、効果的な情報発信と誘客宣伝の効果により、

相乗効果が発揮されたと思います。 

  今後の風評被害払拭に向けた計画には、オール

那須塩原で取り組むべきだと思うが、本市の所見

をお伺いします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（藤田輝夫君） 今後の風評被害払

拭に向けた取り組みをオール那須塩原市でという

ことでございます。 

  風評被害の払拭に関しましては、これまでも市

は全力を挙げて取り組んできたというところでご

ざいます。 

  風評被害を受けていらっしゃいます旅館・ホテ

ルにおきましては、一日も早く被害がなくなり、

回復できるよう、観光協会等関係団体と連携しな

がら、対策に努めてまいりたいというふうに考え

ております。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 
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○７番（櫻田貴久君） ぜひこのことも前向きに取

り組んでもらいたいと思います。 

  それでは、⑶、⑷の最後の再質問をさせていた

だきます。 

  本市として、北とちぎ広域観光連絡協議会と今

後どのような連携をとっていくのか、具体的にお

伺いをいたします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（藤田輝夫君） 北とちぎ広域観光

連絡協議会との今後の連携ということのお尋ねで

ございます。 

  原子力損害賠償に関する要望書の提出に当たり

ましては、北とちぎ広域観光連絡協議会の事務局

でございます黒磯観光協会が主導的な役割を担っ

ております。このことから、本市といたしまして

も、黒磯観光協会を初め、各協会や関係市町との

連携を図りながら、風評被害の払拭に向けた支援

を行ってまいりたいと考えているところでござい

ます。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） それでは、行政としてもで

きる限り協力をしてもらいたいと存じます。そし

て、一日も早い回復をお祈りします。 

  それでは、⑸の再質問に入ります。 

  本市の宿泊施設の収容人数の推移につきまして

は十分に理解をするところでありますが、なぜこ

のような質問をしたかといいますと、今、旅行形

態も変化し、昔に比べると、常識的に満室になっ

ても、もう満員になることはありません。一人旅

や日帰りツアーなどにより、客室稼働にも変化も

出てきています。 

  現在では、しっかりした本市の宿泊施設の収容

人数の把握が本市の観光戦略につながることから、

再質問をさせていただきます。 

  減少の原因について、本市の所管を伺います。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（藤田輝夫君） 収容人員の減少に

ついて、どんな原因があるのかというお尋ねでご

ざいます。 

  原因といたしましては、旅館・ホテル等の廃業

や休業による減少というものが１つあると思いま

す。 

  また、旅行形態というものが団体から個人、グ

ループ型へと変わってきたということに伴って、

旅館・ホテルの規模縮小があったということで、

そういうものも減少した原因の１つかというふう

に考えております。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） それでは、今後、経営者の

モチベーションをどのように支援していくのか、

本市の考えを伺います。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（藤田輝夫君） お答えいたします。 

  経営者のモチベーションをどのように高めてい

くかというご質問でございます。 

  まずは、良質なプロモーションと観光地として

の質の向上、これを基本としてやっていきたい、

これは先ほどご答弁させていただいたとおりでご

ざいます。そういうことで、本市の観光業全般の

底上げに努めてまいりたいというふうに考えてお

ります。 

  そのためには、市、あるいは関係団体、あるい

は個々のホテル等がそれぞれの役割分担に基づい

て、連携して、認識、現状認識あるいは目標とい

うものについて共有化を図って取り組んでいくこ
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とが必要かと思っております。こういうことによ

りまして、経営者の不安の解消だとか意欲の向上

というものにつながっていくのじゃないかなとい

うふうに考えております。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） ぜひ講習会、講演会などタ

イムリーな講座を設けていただき、経営者のやる

気度、本気度を促してもらいたいと思います。そ

のために、行政としてアドバイザー、コーディネ

ーター役として頑張ってもらいたいと要望いたし

ます。 

  続きまして、⑹について再質問をさせていただ

きます。 

  ＪＲ東日本タイアップ事業などは、非常に評価

できる対策だと思いますが、そのほかのプロモー

ションの実施計画についてもお伺いをいたします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（藤田輝夫君） お答え申し上げま

す。 

  その他全般にわたってのプロモーション、今後

どうしていくかということでございます。 

  首都圏向け及び県内向けに対しましては、テレ

ビの放映等を考えております。また、雑誌広告を

活用したプロモーションなんかも予定していると

ころでございます。 

  その他、現状でも行っておりますが、フェイス

ブック、あるいは本市の観光専用サイトココシル

那須塩原によりまして、しゅんな観光情報の提供

などを行って、首都圏を中心としたマーケットに

対しまして、誘客効果の高いＰＲ活動を推進して

まいりたいというふうに考えております。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） 了解をいたしました。 

  それでは、最後の再質問に入ります。 

  官民が協働して誘客に向けての取り組みについ

て、どのような話し合いが関係団体とされている

のか、取り組みの体制についてお伺いをいたしま

す。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（藤田輝夫君） お答え申し上げま

す。 

  官民の協働の取り組みということは非常に重要

なことだと認識しておりまして、その取り組みの

体制をどのように強化してまいるのかというよう

なご質問だと思います。 

  ただいま申し上げましたとおり、誘客の取り組

みというものは、行政や観光従事者、あるいは地

域住民との連携が不可欠だというふうに考えてお

ります。現実的には、塩原温泉活性化協議会や板

室温泉活性化委員会等の官民の協働組織におきま

して、行政はコーディネーター役として、地元の

意見を取り入れながら、誘客対策等々について検

討しているというところでございます。 

  今後につきましては、これらの官民協働組織を

体制が強化できるように努めてまいりたいという

ふうに考えております。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） 例えば、業界では平均して

食材費は約宿泊代の15％から20％と言われていま

す。食は旅行の楽しみでもあります。宿泊数がふ

えることにより、かなりの内需拡大が望まれるこ

とから、食に関して、何か本市のブランドなどと

コラボレーションできないものか。できれば関係

団体と協議をし、食でも人が呼べる地域であると

思います。このことを強く要望し、この項の質問
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を終了させていただきます。ありがとうございま

した。 

  それでは、続きまして、２、シティプロモーシ

ョンについて。 

  近年、多くの地方自治体において、地域の魅力

を訴求するシティセールス、シティプロモーショ

ンの動きが起きている。本市も風光明媚な自然や

本州一の生産を誇る生乳、多様な農産物、交通の

要衝などの地域資源を活用し、市の魅力を高めて

いくこと、さらには市の魅力、イコール「市のイ

メージ」を市内外へ発信し、広めていく「シティ

プロモーション」を効果的に行い、類似する自治

体との差別化を図り、観光客や転入者をふやすと

ともに、住民に誇りや地元愛を根づかせることが

重要であることから、本年４月にシティプロモー

ションの推進室を創設しました。 

  そこで、以下の点についてお伺いをします。 

  ⑴本市のシティプロモーションのコンセプトを

お伺いします。 

  ⑵本市のシティプロモーションの戦略について

お伺いをします。 

  ⑶「オール那須塩原」による受け入れ体制の構

築について、具体的な計画をお伺いします。 

  ⑷シティプロモーションの強化についての今後

の計画をお伺いします。 

  以上、１回目の質問とさせていただきます。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君の質問に

対し、答弁を求めます。 

  市長。 

○市長（阿久津憲二君） 答弁をいたします。 

  シティプロモーションについてでございますが、

初めに⑴のシティプロモーションのコンセプトに

ついての伺いであります。 

  日本全体が少子高齢化に加え、人口減少時代を

迎える中、本市が将来にわたって地域の活力を維

持・増進し、持続するためには、定住を促進して

いく必要があり、そのため特に働き手・担い手・

子育て世代をターゲットにした那須塩原市定住促

進計画を本年３月に策定いたしました。 

  本市のシティプロモーションは、この定住促進

計画の着実な推進を目的としており、その基本的

なコンセプトは、計画に掲げられている「ウェル

カム なすしおばら」であります。 

  ⑵の本市のシティプロモーションの戦略につい

てお答えいたします。 

  シティプロモーションを推進する上で重要なこ

とは、地域の魅力を地域内外の人たちにいかに訴

求するか、いわゆる「伝え、働きかけ」というこ

とです。特に定住を促すためには、「知ってもら

い」、「興味を持ってもらい」、「触れてもら

う」ことが必要であり、そうしたことから、年代

や生活スタイル等の違うターゲットに対し、どの

ような訴求手段が有効かを検討し、的確なプロモ

ーション活動を行ってまいります。また、観光戦

略ともタイアップしながら、積極的な取り組みを

進めてまいります。 

  次に、⑶の「オール那須塩原」による受け入れ

体制の構築にかかわる具体的な計画についてもお

答えいたします。 

  「オール那須塩原」の具現化のためにシティプ

ロモーション室をつくり、市の体制強化を図った

ところでありますが、まずもって市民一人一人が

市に愛着と誇りを持って、市民みずからが情報発

信していくことが定住促進を図るためのプロモー

ションには重要であると意識しております。 

  そのため、まず市民は本市の魅力を再発見、再

認識していただくことが必要であり、広報やメデ

ィア等を積極的に活用し、情報の提供に努めてま

いります。 

  また、市と市民が那須塩原というくくりの中で、
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ともに情報発信できるツールが必要であるとも考

えており、地域ポータルサイトの立ち上げを進め

ております。 

  次に、シティプロモーションの強化に係る今後

の計画についてもお答えします。 

  定住促進計画に位置づけられている事業を各部

署が着実に進めることはもちろんですが、的確な

プロモーションを行うためには、訴求対象に関す

る分析、その方法の調査・検討や庁内の部署を横

断する事業・イベントなどの企画立案を行う必要

があります。また、定住を促進するための新たな

事業の検討も必要となります。そこで、５月28日

に立ち上げました庁内職員で組織する定住促進実

行部隊、略称ＳＰＡＣによりまして、実効性のあ

るプロモーション活動の推進や新たな定住施策の

企画立案を行ってまいります。 

  将来的には、市民と連携し事業を進めることも

検討してゆきたいと考えておりまして、以上、第

１回の答弁といたします。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） 市長、答弁ありがとうござ

います。 

  それでは、シティプロモーションについて、⑴

から⑷は関連をしていますので、一括して再質問

をさせていただきます。 

  本市のシティプロモーションのコンセプトは、

十分に理解をするところではございますが、定住

人口拡大に向けた具体的な取り組みについてお伺

いをいたします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  企画部長。 

○企画部長（片桐計幸君） 定住人口拡大に向けた

取り組みということでございますが、まず定住促

進計画に掲げました施策を着実に実施していくこ

とが必要であるというふうに思っております。そ

れらの施策とともに、市の魅力をいかに情報発信

して、ターゲットに届けるかということも必要だ

と思っております。 

  まず、ターゲットのライフスタイル等に合った

情報伝達手段を効果的に活用していきたいという

ふうに考えており、定住促進のサイトもつくって

いきたいというふうに考えております。 

  また、具体的な取り組みの例としましては、新

幹線通勤の助成という点では、ＪＲの協力を得ま

して、管内の駅にポスターを掲示していきたいと

いうふうな予定になっております。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） 本市が進めているさまざま

な施策、重点事業など、本市には住む環境に関す

る強みが多くあり、たくさんの方々から那須塩原

に住みたいと感じていただけるような魅力的な市

になり得るポテンシャルがあると考えますが、改

めて市が実施する事業については、それぞれの目

的の達成に向けて取り組みを進めています。その

目的の向こうにあるさらに大きな目的、ここで言

えば定住促進計画という目的に対する意識やＰＲ

を十分にこれから行う状況だと思いますが、そこ

で定住促進に向けた取り組みとして、人々が移住

地を選ぶ際の要因となる関心の高い事項を定住化

促進に資する事業として取り上げ、本市が定住化

促進をしようとするターゲットについてお伺いを

いたします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  企画部長。 

○企画部長（片桐計幸君） 定住促進のターゲット

ということでございますけれども、定住促進計画

において、４つの世代をターゲットとしてござい

ます。１つが、那須塩原市に誇りと愛着を感じて

もらう世代としての児童生徒、２つ目として、大
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学卒業後、就職する世代として20代前半、３つ目

が、結婚をして子育てが始まる世代として20代後

半から30代前半、４つ目が、子育て中で住宅取得

を考える世代としての30代後半から40代前半でご

ざいます。 

  計画では、こうしたターゲットに対して、世代

に有効な施策について、７つのＫということで、

体系化しているところでございます。 

  端的に申し上げれば、先ほど市長が答弁申し上

げましたとおり、働き手・担い手・子育て世代と

いうふうに言うことができると思います。40歳前

半までのそうした働き手・担い手・子育て世代と

いうことをターゲットにしていきたいというふう

に考えてございます。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） それでは、プロモーション

は行政の一番苦手なところだと思いますが、プロ

モーションの具体的な内容について、本市の考え

をお伺いします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  企画部長。 

○企画部長（片桐計幸君） プロモーションの具体

的な内容ということでございます。 

  議員おっしゃるとおり、行政の一番不得意とす

るところだろうというふうに思います。 

  本市は、これまで情報発信が下手であるという

ふうに言われてきました。しかしながら、自治体

間競争と言われる中、本市の定住促進政策をどう

売り込んでいくかということを考えるとき、シテ

ィプロモーションということに取り組むことが一

番だろうということから、本年、企画情報課にシ

ティプロモーション室を設置したわけでございま

す。 

  今後のプロモーション活動ですが、民間のよう

に莫大な広告宣伝費があるわけではございません。

先ほど市長答弁しましたように、年代、生活スタ

イル等の違うターゲットに対し、どのような訴求

手段が有効かを検討しまして、的確なプロモーシ

ョン活動を行っていきたいというふうに考えてご

ざいます。 

  具体的な例としては、赤ちゃんを産み、育て始

めた子育て世代の女性をターゲットとした場合、

そのような女性が読むような雑誌への市の施策を

含めた魅力掲載ができないかを現在、検討してい

るところでございます。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） それでは、地域内外の人た

ちに効率的、効果的に魅力を訴求するためのマー

ケティングの手法の活用をどのように考えている

のかお伺いをいたします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  企画部長。 

○企画部長（片桐計幸君） マーケティングの手法

ということでございますけれども、マーケティン

グの手法につきましては、定住促進を行っていく

上で重要であるというふうに認識しております。 

  定住促進計画を策定する段階におきましても、

本市の強み、弱みを分析しまして、対象を首都圏

に住む40歳前半の子育て世代とし、移住行動がど

こにあるかを分析してきております。 

  今後のプロモーション活動におきましても、ど

のような訴求手段が有効かを検討し、進めてまい

りたいというふうに考えてございます。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） それでは、情報発信の強化

について、本市の計画をお伺いします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  企画部長。 

○企画部長（片桐計幸君） 情報発信の強化という
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ことで、定住促進を図っていく上で、さらなる情

報発信力の強化が必要であるというふうには思っ

ておりまして、さまざまな情報ツールを使って情

報発信をしていきたいというふうに思っておりま

すが、それには情報発信する部署が連携協力して

行うことが効果的だというふうに思っております。 

  そういった点から、組織的にも今後検討すべき

課題だろうというふうに思っております。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） それでは、シティプロモー

ションの成功の要素を本市としてはどのようにと

らえているのかお伺いをいたします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  企画部長。 

○企画部長（片桐計幸君） シティプロモーション

の成功の要素ということで、定住促進は、民間の

商品のように、広告宣伝した翌日から爆発的に売

れるというふうなものではないというふうに認識

しております。効果的なプロモーション活動を粘

り強く行っていく必要があるというふうに思って

おります。 

  また、市民からの情報発信も重要であるという

ふうに思っております。そのため、地域ポータル

サイトに市民からの情報発信もできるようにして

いきたいというふうに考えているところでござい

ます。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） 情報発信の強化については

答弁をいただきましたが、戦略的な情報発信をど

のように考えているのかお伺いします。 

  また、ＰＤＣＡサイクルで推進をしてみてはど

うか、本市の考えをお伺いいたします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  企画部長。 

○企画部長（片桐計幸君） 戦略的な情報発信につ

きましては、先ほどありましたマーケティングの

手法によりまして訴求対象を分析し、実施してい

きたいというふうに考えてございます。 

  また、それらの成果等につきましては、マネジ

メントサイクルの中で施策の評価は行っていきた

いというふうに考えてございます。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） それでは、シティプロモー

ションの本市の現状と今後の取り組みについて、

東海大学文学部広報メディア学科、河井孝仁教授

との整合性についてお伺いをいたします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  企画部長。 

○企画部長（片桐計幸君） 東海大学の河井教授と

の整合性ということでございますけれども、東海

大学の河井教授は、シティプロモーションの第一

人者と言われていまして、全国のさまざまな事例

にも精通してございます。本年２月と５月28日の

ＳＰＡＣの結成時にお越しをいただき、講演をい

ただきました。 

  河井先生には、シティプロモーションという視

点から、物の見方、考え方等についてご指導をい

ただきたいというふうに思っておりまして、今後

もワークショップ等でのご指導をお願いしたいと

思っております。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） それでは、最後の再質問を

させていただきます。 

  定住促進実行部隊ＳＰＡＣの概要と今後の行動

計画について、具体的にお伺いをいたします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 
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  企画部長。 

○企画部長（片桐計幸君） ＳＰＡＣの概要と今後

の行動でございますけれども、ＳＰＡＣは定住促

進に向けたシティプロモーションの戦略検討、新

規事業の企画立案、実行までを行う庁内組織とし

て、５月28日に各部署から職員17名とシティプロ

モーション室３名の合計20名で発足したところで

ございます。 

  発足時には、先ほど申した東海大学の河井教授

に講演をいただきました。また、６月７日、先週

の土曜日になりますけれども、コピーライターの

方に数名来ていただきまして、キャッチコピーや

ロゴのワークショップを行ったところでございま

す。 

  今後は、班ごとの研究テーマ、具体的には、独

身者への交流促進、アウトドアライフ等への提案、

フィルムコミッションの研究、情報発信の検討等

を班ごとに行っていきたいというふうに考えてお

りまして、必要に応じまして専門家のご指導等を

仰ぎながら進めてまいれればというふうに思って

おります。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） 部長、答弁ありがとうござ

いました。 

  シティプロモーションとは、地域の魅力を創造

し、それを地域の内外へと広めることで地域イメ

ージをブランド化すること、魅力的なブランドに

育て、観光客や転入者をふやすこと、住民に誇り

や地元愛を根づかせることが目的です。地元愛が

高まれば、市民は市の発展に貢献しようとします。 

  本市のシティプロモーションのコンセプトは、

定住促進という答弁をいただきました。その目的

に向けて、どんなフローでプロモーションが進め

られていくのか、今からわくわくするところでご

ざいます。 

  栃木県でも、宇都宮市などは、聞き取りで上が

ったギョウザ、カクテル、ジャズなどの魅力を集

約し、「住めば愉快だ宇都宮」というブランドメ

ッセージを掲げました。雑多な魅力を１つのコピ

ーでパッケージ化し、最近ではこのコピーを使っ

たロゴや動画をユーチューブなどで積極的に発信

をしています。 

  全国的にもさまざまな試みが始まっています。

数年後には、この中から転入者殺到の人気都市が

生まれるかもしれません。 

  ぜひ本市としても、庁内の若い職員の発想と行

動力に期待をし、市制10周年の目玉に、このシテ

ィプロモーション室をシティプロモーション課に

格上げをしてもらいたく強く要望し、この項の質

問を終了させていただきます。 

  それでは、最後の質問に入ります。 

  ３、ねんりんピック栃木2014の本市の取り組み

について。 

  第27回全国健康福祉祭とちぎ大会 ねんりんピ

ック栃木2014が平成26年10月４日から７日まで開

催されますが、本市の取り組みについて、以下の

点をお伺いします。 

  ⑴本市はソフトテニスの会場になっていますが、

具体的な受け入れ体制についてお伺いをします。 

  ⑵ねんりんピックの開催について、市民にどの

ように周知をしていくのかお伺いをします。 

  ⑶ねんりんピックを市民の皆様とどのように盛

り上げていくのか、本市の計画を伺います。 

  ⑷ねんりんピックの開催について、県とどのよ

うに連携をしていくのかお伺いをします。 

  以上、１回目の質問とさせていただきます。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君の質問に

対し、答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 
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○保健福祉部長（人見寛敏君） ねんりんピック栃

木2014の本市の取り組みについてご質問いただき

ましたので、順次お答えをさせていただきます。 

  まず、⑴の具体的な受け入れ体制についてのご

質問につきましては、本市の開催種目となってお

りますソフトテニス交流大会においては、全国か

ら70チーム、630名の選手、役員をお迎えする予

定でございます。 

  これらの選手団の宿泊受け入れ業務につきまし

ては、知事を会長として県全体を統括しておりま

す栃木県実行委員会の「宿泊・輸送センター」で

取りまとめておりますが、そちらからの情報によ

りますと、すべての選手団は市内の宿泊施設を利

用する予定と聞いております。また、他の市町で

開催される各種交流大会に参加する一部の方々に

つきましても、本市内の宿泊施設をご利用いただ

く予定であるとのことでございます。 

  また、ソフトテニス交流大会の会場につきまし

ては、くろいそ運動場の12面、那須野が原公園の

８面の合計20面、いずれも砂入り人工芝のテニス

コートを利用して競技を進めることとしており、

施設面についての受け入れ準備は整っているもの

と考えております。 

  一方、本市の大会の実施主体といたしましては、

競技団体の関係者を初め、市内の各種団体の代表

など65名で組織する那須塩原市実行委員会を立ち

上げ、実施に向けて準備を進めているところでご

ざいます。 

  次に、⑵の市民にどのように周知をしていくの

かのご質問にお答えをいたします。 

  ６月５日号の広報にも記事を掲載したところで

ございますが、市民への周知につきましては、市

の広報やホームページを初め、市内公共施設・関

係事業所等の協力をいただき、横断幕・懸垂幕、

のぼり旗等を設置していくとともに、既存イベン

トを活用するなど、積極的に大会のＰＲに努め、

歓迎機運を高めてまいりたいと考えております。 

  続きまして、⑶の市民の皆様とどのように盛り

上げていくのか、市の計画についてのご質問にお

答えをいたします。 

  交流大会の各会場において、巻狩鍋・開拓鍋な

どの振る舞いやドリンクサービスなどを通して、

全国各地から参加される選手・役員等の皆さんと

交流の場を設けるほか、各種団体にボランティア

として協力をいただくとともに、競技補助員とし

て学生の協力を求め、世代間交流の場としても運

営できればと考えております。 

  また、全市的なおもてなし・市独自のイベント

として、市内飲食店やお土産・物産店、小売店な

どの協力をいただき、それぞれの創意工夫による

独自サービスが展開できればと考えているところ

でございます。参加協力いただける事業所などに

は、独自サービス協力店の目印となるフラッグ等

の配布や、参加協力店一覧などのチラシを作成し、

選手団に配布していきたいと考えております。 

  最後に、⑷の県とどのような連携をしていくか

のご質問にお答えをさせていただきます。 

  参加選手団などを歓迎するＪＲ駅構内の装飾や

県民・市民に向けた大会ＰＲグッズ等の配布など、

広報関連事業に対する協力を初め、県主催の節目

イベント等への参加、また大会期間中における選

手団移送バスへの添乗業務などについて、県の実

行委員会と連携、協力を図ってまいります。 

  いずれにいたしましても、本大会は那須塩原市

の魅力を全国から訪れる方々に直接お伝えするこ

とができる絶好の機会となりますので、「来てよ

かった」、「また来てみたい」と思っていただけ

るような大会を目指して、市内の幅広い分野、各

界・各層と連携をし、地域の特色を最大限に生か

した、心温まるおもてなしができるよう、全市を
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挙げて歓迎していきたいと考えております。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆君） 質問の途中ですが、ここで

10分間休憩いたします。 

 

休憩 午後 １時５９分 

 

再開 午後 ２時０９分 

 

○議長（中村芳隆君） 休憩前に引き続き会議を開

きます。 

  ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） それでは、ねんりんピック

栃木2014の本市の取り組みについて、一括で再質

問をさせていただきます。 

  10月３日の選手団の受け入れは約１万人、宇都

宮地区が３割、ほか７割を県内各市町で受け入れ

るということになっていますが、本日、観光行政

について⑸で質問をさせていただきました。本市

としても、１日約１万人の宿泊の収容人数があり

ますので、ぜひ宿泊客の誘客に努めてもらいたい

と思います。 

  そこで、市内の宿泊施設について、ねんりんピ

ック選手団の受け入れ体制について、県などから

どのような条件が出されているのかお伺いをいた

します。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（人見寛敏君） ただいまのご質問

にお答えさせていただきます。 

  昨年度ですが、県から宿泊施設の受け入れ体制

について、一定の条件を示されて、受け入れを希

望する宿泊施設が手挙げ方式で回答をしてござい

ます。 

  その際の条件といたしましては、先ほど議員が

お話をいただきました10月３日から６日までの受

け入れの数と、それから１泊２食の宿泊料金を

7,000円から１万8,000円までの間で10ランクに分

けまして提示をされまして、希望する宿泊料金と

受け入れ人数という部分の回答をするというよう

な形で整理がなされました。 

  結果といたしまして、17の施設で希望が上がり

まして、４日間で延べ9,152人の受け入れ体制と

いうふうなことで、県のほうに報告をさせていた

だいております。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） 宿泊施設の受け入れ体制に

つきましては、十分理解をするところです。 

  それでは、本市としては、この間なんですが、

全中のソフトボール大会で食中毒を出すという不

祥事がありました。そこで、食に対しても、本市

としてどのような受け入れ体制をするのか、具体

的にお伺いをいたします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（人見寛敏君） 食に対する危機管

理という部分かと思います。 

  当然、先ほど申し上げました宿泊施設は、しっ

かりと管理をしていただくのはもとより、大会の

場で提供させていただくのが、やはり昼食のお弁

当という形を想定してございます。 

  こちら、お弁当につきましては、選手団・役員

等には県が用意をするというふうなことで、市が

直接用意をいたしますのは、ボランティア、それ

から運営協力に関する協力員、そして市の職員と

いうふうな形の提供となります。 

  こちらについては、10月の初旬ということで、

ある程度気温は下がっているかとは思うんですが、

やはり暖かい場所、温度管理のできない場所にお
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弁当を置いておくことが一番細菌の発生に影響を

与えるというふうなこともございますので、実際

には調理をしてから食べていただくまでの時間を

短くするための手だてといたしまして、分散発注

ですね、業者さん、複数の業者さんにお願いをし

て、調理してから食べるまでの時間を短くするの

とあわせまして、実際に適切な温度で管理をして

いただくために、県などは保冷車に保管をすると

いうような話を聞いておりますが、本市におきま

しても、そのような条件が整えば、お願いを直接

業者さんにしたいと考えておりますし、それがで

きない場合などには、大会会場内に冷房のきく会

議室、事務室等がございますので、そちら冷房を

動かして、低い温度で管理をしていきたいという

ふうに考えてございます。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） イメージ的には、選手の方

は温かいお弁当が食べられないのかななんていう

部分で危惧するところはあるんですが、これもコ

ンプライアンス上、絶対今回のねんりんピックに

関しては、そういった不祥事が出ないようにする

のは当たり前だと思うんですね。 

  全国各地からこの地を訪れてくるのに、この間

の中学校の大会もそうだと思うんですが、やっぱ

り全国大会で来るときには、郷土からいろいろな

お祝いをもらったりか、いろいろなご苦労をして

遠征に来ると思うんですが、絶対にあってはなら

ないのが、この不祥事だと思います。 

  ですから、そこのところはより慎重に、今、部

長から答弁がありましたが、ぜひそのところを、

もう一回、二度と出さないという強固な取り組み

の姿勢を本市としては業者さんに訴えるとか、た

だいま分散発注という答弁もいただきましたが、

その辺は十二分にコンプライアンス上考えながら、

発注をしていただきたいと思います。 

  本当に二度あることは三度あると。今度出した

ら、本当、３度目はなんていったら、本当大変な

ことになりますんで、その辺は同じ認識のもと、

十分に気をつけて管理をしてもらいたいと思いま

す。 

  それでは、大会の実施主体である65名で組織す

る那須塩原市実行委員会の組織内容と実行計画に

ついて、具体的にお伺いをいたします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（人見寛敏君） 実行委員会が一番

この実施をする大きな組織になっておりますが、

65名ということで、昨年度組織をいたしました。

メンバーにつきましては、市の職員は15名という

ことで少数で、市議会からは３名代表を出してい

ただきまして、競技主管スポーツ団体、そちらか

らは８名、自治会、福祉・教育・文化の団体の

方々からは10名、医療・保健・衛生の方々は８名、

教育関係３名、商工・観光・農業関係からは９名、

さらに交通・防災関係から９名と、本当に全市を

挙げて、オール那須塩原という形での組織をつく

らさせていただいております。 

  現在、月１回のペースで、この実行委員会の下

部組織となります運営委員会というところで、実

際に実施をするための事業の詳細を決めながら進

めておりまして、最終的には開催の１カ月前まで

にはすべての事業をしっかりとしつらえて、大会

の開催に備えていきたいというふうに考えており

ますが、その計画の中身といたしましては、その

ちょうど団体と見合う形になっています広報、啓

発、おもてなしイベント、それから危機管理体制、

輸送、交通、警備、防災というふうなさまざまな

分野での対応というふうに計画をまとめてござい

ます。 
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  以上です。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

  それでは、大会までに実行委員会のメンバーに

この大会を本気で成功させるという強いモチベー

ションをどうやって保っていくのか、本市の考え

をお伺いをいたします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（人見寛敏君） 一番重要なところ

かと思います。先ほども申し上げましたとおり、

４月から月１回のペースで運営委員会を開催し、

実施する事業を一つ一つまとめております。その

事業の取りまとめの中で、関係する団体との調整

をさせていただいております。そういった調整の

中で、少しずつ実施に当たって、現実の部分を感

じていただき、準備の機運を一つ一つの事業をま

とめていく中で固めていただくというようなこと

で、先ほど申し上げましたおもてなしにつきまし

ても、広報、啓発につきましても、さらには防災、

警備といった部分につきましても、しっかりとそ

の機運を実施に向けて高めていくというふうなこ

とで進めているところでございます。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） 特に、選ばれている３人の

市議会議員の先生には、積極的に強いモチベーシ

ョンを持って、10月まで息切れすることなく、そ

の辺のモチベーションを保ってもらいたいと強く

要望いたします。 

  それでは、積極的に大会のＰＲに努めるため、

本市らしい具体的な計画をお伺いいたします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（人見寛敏君） 第１回目の答弁の

中に申し上げたところではあるんですけれども、

市の独自イベントというもので、市内の飲食店、

お店、物産店、小売店、こちら協力をいただくと

いうところですが、エリアといたしましては、や

はり駅周り、それから会場周辺、それと今回、ち

ょっと１日のバスツアーを考えております。 

  おいでいただいた方で、要は選手以外に動ける

方、あとは家族の方などは、ぜひとも那須塩原市

内をめぐっていただこうということで、バスツア

ーを板室温泉と、それから塩原温泉、さらには先

ほど話が出ておりましたアウトレットなども入れ

させていただいて、無料でめぐっていただこうと

いうふうな考えがございます。 

  そういったところにも、先ほど申し上げました

協力店ということでお手をお挙げいただいて、そ

ういった独自サービスを展開していただくところ

には、その目印となるフラッグというのは、テナ

ントのようなものを今のところは想定しているん

ですが、そういったものを置いていただいて、な

おかつ、それに県で出しているようなパスポート

と同じような感じで、選手団の方々にお配りでき

る紹介のチラシですね、そういったものも用意を

させていただいて、めぐっていただいて、いろい

ろなお土産なども買っていただければというふう

なことで、やはりおもてなしという部分で、しっ

かりと那須塩原市らしさを出させていただければ

と考えています。 

  また、大会の会場の中には交流広場を設けさせ

ていただいて、市の那須塩原市ブランドをぜひと

も買っていただこうというようなブースも協力い

ただいて出していただきたいというふうに考えて

おります。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） 部長、ご丁寧な答弁ありが

とうございます。 
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  市民の皆様と盛り上げていく市の計画は非常に

期待が持てますが、競技補助員などは中学生のマ

イチャレンジなどを利用してみてはどうか、本市

の考えを伺います。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（人見寛敏君） 協力員という形で

今、各方面にお願いをしておる段階でございます。 

  昨年度、プレ大会というのを想定しましたが、

２日というんですか、１週間置いて２回ほど日程

を用意したんですが、２回とも雨が降ってしまい

まして、残念ながらプレ大会のほうはできなかっ

たんですけれども、その際には高校生に出ていた

だくということでお願いをしました。 

  ただ、そのときは日曜日・土曜日というふうな

ことでございましたので、出られたのですが、今

回は本大会は日・月というふうなところですので、

今、一生懸命各方面にボランティアをいただける

方々のお願いをしているというのが現状でござい

ます。 

  今、議員からお話があった部分なども、その中

に検討事項として考えていきたいと考えておりま

す。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） 前向きに考えてもらえばと

思います。 

  例えば、ゴルフの大会ですとか、サッカーなん

かもそうなんですけれども、子供と一緒に選手が

入場してくるなんていうのは、非常に何か見てい

てほのぼのするなと思いますんで、嵐の前の静け

さではありませんが、ねんりんピックも、どっち

かというと、成績を競うというよりは、大会の趣

旨がそういったところにあると思うので、ぜひ３

世代を超えてとか、そういった盛り上がりがあれ

ば、ますます本市としてもいい形で計画が進むん

じゃないかという気がしていますんで、その辺も

ぜひ前向きに考えてもらいたいと思います。 

  本市の市内のイベントの状況を見ると、参加協

力をいただく事業所等の数にいまいち積極さに欠

けるような気がします。 

  そこで、ビジネスにつながるスキームをつくり、

積極的な参加を呼びかけてみてはどうか、本市の

考えをお伺いします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（人見寛敏君） 実行委員会、運営

委員会の中に商工観光課、産業観光部に積極的に

参加をしていただいて、なおかつ一緒に共同で動

かせていただいて、そういった部分も、今、一生

懸命案を練っているというようなところですので、

今のご提案もしっかりと受けとめて、対応してい

きたいと考えておりますので、よろしくお願いい

たします。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） それでは、去年の高知県の

経済効果は約92億円で、その中でも、宿泊、飲食

は約54億円。今回の栃木県の経済効果は100億円

を目指しています。 

  そこで、県としても、本県のすぐれた農産物等

を全国にＰＲする絶好の機会である。このため、

大会期間中の各種機会を通じて、県農産物等のお

いしさや魅力の発信を図るとありますが、本市を

牽引していく農産物は何かお伺いをいたします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（藤田輝夫君） 本市を牽引してい

く農産物は何かとのご質問でございます。 

  ねんりんピックは、実りの秋、食欲の秋真った
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だ中での開催ということになります。本市には、

他に誇れる秋口の農産物ということで、新米はも

とより、秋ソバ、大根、そして通年になりますが、

牛乳とか和牛等もございます。全国からの来場者

に対しまして、満足いただけるおもてなしの食材

は存分にあるというふうに認識しております。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） それでは、県段階での取り

組み、県産農産物利用弁当によるＰＲ、大会期間

中の昼食弁当に県産オリジナルのなすひかりや栃

木和牛等を利用し、県産農産物等のおいしさや魅

力の発信を図る。また、オリジナル弁当箱に県産

農産物の紹介記事を掲載し、ＰＲを図る。宿泊地

のホテル、旅館、飲食店等におけるＰＲ。宿泊施

設等にお勧めする県産農産物等を使用した洋食と

和食の12の献立例を作成し、県産のしゅんの食材

を生かした郷土色豊かな食材で、食事でおもてな

しを行うとともに、県産農産物の利用促進やＰＲ

を図る。総合開会式等でのＰＲ、栃木和牛やなす

ひかり等の試食やＰＲ等を通じ、県産農産物のお

いしさ、魅力の発信を図る。お土産カタログの活

用によるＰＲ販売。来県される選手や関係者等に

県産農産物が掲載されたお土産カタログによるＰ

Ｒ販売を実施するとありますが、本市の取り組み

についてお伺いをいたします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（人見寛敏君） 今、議員がおっし

ゃったような形の那須塩原市版というようなもの

を準備して対応していけば、きっと那須塩原市の

ものを中心に買っていただけるのではないかとい

うふうに考えております。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） それでは、地域段階の取り

組みなんですが、地域段階においても、交流大会

会場等において、市町、農業団体等と連携をして、

農産物等のＰＲを行っていただきたいとあります

が、本市の所見をお伺いいたします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（人見寛敏君） 先ほども申し上げ

ましたとおり、交流広場というのを各会場に用意

をいたします。それは本当に選手が戦っている場

のすぐそばに用意をするんですが、そちらにそう

いった農産物等も置ければというふうには考えて

いるんですが、その部分については、これから各

団体と協議をするところでございますので、なる

たけ参加をしていただいて、ＰＲ、先ほど言いま

した那須塩原市ブランドは漏れなく置ければなと

いうふうに考えております。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） それでは、本市の認定ブラ

ンドも絶好のＰＲの場と思いますが、認定ブラン

ドの利用活用についてもお伺いをいたします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（人見寛敏君） 先ほどお答えしま

したとおり、いろいろな場を使って認定ブランド

のＰＲをさせていただく絶好の機会かと思います。

選手、役員に限らず、全国からおいでいただいた

皆さんにお知らせをするというふうなＰＲのブー

スなどもしっかりと設けたいというふうに考えて

おります。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） それでは、第27回全国健康

福祉祭とちぎ大会は、「人が輝き、絆を育み、地
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域を創り、そして栃木の魅力を発信すること」に

より、すべての人が元気になれる大会を目指し、

４つの目標が掲げられています。１つ、「人が輝

く元気な大会」、「絆を育む元気な大会」、「地

域を創る元気な大会」、「栃木の魅力を発信する

元気な大会」。 

  本市としても、本大会を通じ、本市の強みでも

ありますおもてなしの心を十分に活用し、県内で

一番のおもてなしのすぐれている場所として認知

されれば幸いだと思います。 

  そこで、最後になりますが、ねんりんピックの

開催までのおもてなしを十分に生かした大会運営

計画のタイムスケジュールについてお伺いをいた

します。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（人見寛敏君） 先ほども申し上げ

ておりますとおり、運営委員会というところで詳

細を決めております。月１回のペースでしっかり

と決めて、開催の１カ月前までにはすべてのメニ

ューをそろえ、市民の皆様とともにおもてなしを

できる体制をしっかりと整えていきたいと考えて

おりますので、よろしくお願いいたします。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） 部長、本当に丁寧なご答弁

ありがとうございました。 

  このねんりんピックの大会を市民の皆様と成功

させることが、将来の東京オリンピックのキャン

プ地候補の選定、また国体への成功への道だと考

えます。 

  本市の強みであります板室温泉に代表されるよ

うなおもてなしの心を十分に発揮し、ぜひねんり

んピックの成功を祈ります。 

  これで私の市政一般を終了させていただきます。

ありがとうございました。 

○議長（中村芳隆君） 以上で７番、櫻田貴久君の

市政一般質問は終了いたしました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◇ 藤 村 由美子 君 

○議長（中村芳隆君） 次に、１番、藤村由美子君。 

○１番（藤村由美子君） １番、藤村由美子です。 

  通告に従って一般質問を行います。 

  １、消費者行政について。 

  平成25年版の消費者白書によると、全国の消費

生活センター等に寄せられる消費生活相談の総件

数は、最近減少傾向にあるものの、高齢者の相談

件数は年々増加しているとあります。巧妙化する

特殊詐欺のターゲットにされると被害額も高額に

なります。また、近年、インターネットの普及が

幅広い年代に及んでおり、便利で楽しい反面、家

族のだれもが軽微なものから深刻なものまでさま

ざまな消費者トラブルに巻き込まれる可能性があ

ります。そこで、当市の消費者行政についてお伺

いします。 

  ⑴最近の消費者トラブルの傾向についてお伺い

します。 

  ⑵消費者行政において市が力を入れている点を

お伺いします。 

  ⑶相談室の改装について、経緯をお伺いします。 

  ⑷消費者行政をつかさどる組織と運営について、

現状と課題をお伺いします。 

  よろしくお願いします。 

○議長（中村芳隆君） １番、藤村由美子君の質問

に対し、答弁を求めます。 

  生活環境部長。 

○生活環境部長（山﨑 稔君） 消費者行政につい

て、４点お尋ねがありますので、⑴最近の消費者
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トラブルの傾向についてから順次お答えいたしま

す。 

  ⑴、まず那須塩原市における平成25年度の相談

件数でございますが、725件であり、平成24年度

の744件と比較いたしますと、19件減少いたしま

した。 

  相談者の年代別では、70歳以上が174件と最も

多く、次いで60歳代が141件で、合わせると全体

の43.5％を占めることになります。 

  相談内容といたしましては、インターネット関

連が最も多く、パソコン、携帯電話のメールを利

用した架空請求、不当請求が依然として多く、あ

らゆる年代の上位を占めております。 

  多重債務等に関する相談は、前年度の37件から

16件に減少いたしました。 

  傾向といたしましては、電話勧誘販売の71％及

びネガティブオプションと呼ばれる送りつけ商法

の相談が67％が高齢者となっております。 

  高齢者の相談事例で多いものは、健康食品、社

債購入、海外投資などの勧誘に関するものでござ

います。中でも金融投資商品に関する相談は、前

年度と比較して75％増加をしております。 

  次に、⑵の消費者行政において市が力を入れて

いる点についてお答えいたします。 

  消費者行政を推進する上で重要なことは、消費

生活センターに寄せられた相談内容を的確に把握

し、被害の未然防止を図ることであります。 

  市としては、最近の消費者トラブルの傾向を踏

まえ、インターネットに関する消費者被害防止の

ため、市民を対象としたセミナーの開催や、中学

生へのパンフレット配布などによる啓発に力を入

れて取り組んでいきたいと考えております。 

  また、特殊詐欺被害防止のため、被害に遭いや

すい高齢者に対して、出前講座や相談員派遣や高

齢者対象の行事での注意喚起をするとともに、高

齢者を見守る立場にある福祉施設職員や民生委

員・児童委員等への啓発にも特に力を入れて取り

組んでいきたいと考えております。 

  次に、⑶の相談室の改装の経緯についてお答え

をいたします。 

  改修前は、一部屋の中央をアコーディオンカー

テンで仕切り、二部屋として使用をしておりまし

たが、相談者のプライバシーに配慮し、栃木県消

費者行政活性化事業補助金を活用いたしまして、

防音パネルで壁をつくり、それぞれ独立した部屋

に改修をしたところでございます。 

  最後になりますが、⑷消費者行政をつかさどる

組織と運営について、現状と課題についてお答え

をいたします。 

  現状といたしまして、消費者啓発や市民への情

報提供等の業務を行う生活課消費生活係と、相談

業務を行う消費生活センターが連携して消費者行

政を推進するため、毎月１回打ち合わせを行い、

相談状況等について情報交換を行っております。 

  今後の課題といたしましては、多種多様な相談

に対応するための相談員の資質の向上を図り、時

代とともに変化する消費者ニーズに即応した消費

者行政を推進することが重要であると考えており

ます。 

  以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（中村芳隆君） １番、藤村由美子君。 

○１番（藤村由美子君） ご説明ありがとうござい

ました。 

  それでは、関連しておりますので、⑴と⑵につ

いて再質問いたします。 

  インターネットの相談が多い、また特殊詐欺に

ついても、今、高齢者が非常にターゲットになっ

ております。平成25年１月から12月までの年間被

害総額は221件で12億円を超え、１年で２倍にな

るという恐ろしい伸び方です。那須塩原警察署に
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よりますと、管内でも届け出があったものだけで

14件、１億980万円の被害とのことです。 

  平成26年に入り、１月から４月までの栃木県内

の被害額は、既に一昨年の年間の被害額を超える

５億6,500万円となっています。 

  ６月５日の新聞で報道された那須塩原市内で発

生した特殊詐欺については、既に皆さんご承知と

は思いますが、市内に住む高齢の女性が銀行員を

名乗る男から電話を受け、生命保険を解約して、

別の利息のよい定期に入ったほうがいいと言われ、

指示どおりにゆうパックに現金480万円を詰めて

郵送したという大変お気の毒な詐欺事件でした。 

  平成26年に入ってから、このような特殊詐欺の

１件当たりの被害額は、先ほどおっしゃっていた

金融商品の相談が多いということですけれども、

この金融商品の取引においては、１件当たり

3,000万円を超えています。高齢者、特におひと

り住まいの方がこのような被害に遭うと、当てに

していた老後の生活資金を一気に失うばかりでな

く、その後は税金による生活のバックアップが必

要になるかもしれません。そうなれば、地域にと

ってはダブルパンチです。 

  市としては、このような被害の急増傾向につい

て、危機感をお持ちかどうかお伺いします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  生活環境部長。 

○生活環境部長（山﨑 稔君） 答弁させていただ

きますが、ただいまの市の立場として危機感を持

っているかということでございます。 

  議員ご承知のとおり、高齢者の被害が、国とい

いましょうか、国民生活センターによるデータベ

ースにも集積されておりますが、この５年でも、

３割ぐらい高齢者の被害もしくは相談が多くなっ

ていると。 

  本市におきましても、先ほど事例として挙げら

れたように、非常に高齢者の相談あるいは被害が

特に顕著であるということから、高齢者を見守る

体制等もこの消費者行政の中に少しでも組み入れ

て、26年度からも、新規事業ということで、それ

ぞれ例えば高齢者を見守る立場の人への啓発とし

て、地域包括支援センター等への見守り協力がで

きないかと、こういった依頼等も含めて、この７

月には、一応それらの設定ということで、協力依

頼もさせてもらっております。 

  そのほか、市全体への啓発ということで、これ

まで継続的に広報紙とか公民館への巡回パネル等

の展示とか、さまざまな事業を展開してきており

ますが、26年度新規といたしましては、さらに消

費生活推進連絡会、こういった方々との共催によ

りまして、店頭の啓発、これは既に５月に２回店

頭啓発は済ませておりますが、こういったことで、

非常に私どもも高齢者に対する被害、あるいは相

談件数等について、危機感を持ち合わせていると

いうことでございます。 

  さらに、つけ加えるならば、高齢者見守りネッ

トワーク、ご案内と思いますが、こういったネッ

トワーク等の連携も必要だということで、これら

の連携もさらに推進をしていきたいと、このよう

に考えております。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆君） １番、藤村由美子君。 

○１番（藤村由美子君） 危機感をお持ちとのこと、

また対策を改めてお伺いしようと思ったんですけ

れども、今、お話しいただきましたので、地域包

括支援センター並びに高齢者の見守りネットワー

クを活用して、見守りを進めていただけるという

ことですね。 

  今はＡＴＭなどを使って送金させることが金融

機関の警戒が強まっていることで減っております。

そのかわりに、先ほど申しましたゆうパックで現
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金を送付させたり、悪質業者が警官や銀行員もし

くは家族の勤める会社の人間などに成り済まして

直接現金をとりに来る、このような事例が出てき

ています。ですから、非常に警戒を強めなければ

いけないと思っております。 

  このような現金をとりに来るような事例につい

ても、まず電話がかかってくることからスタート

します。ターゲットになりやすい高齢者宅の電話

について、在宅中であっても留守番電話に設定し、

知人からの電話だけに応答する方法、また振り込

め詐欺等の犯罪被害防止のため、会話内容が自動

録音されるという機器がありますが、このような

機器を設置することも効果的です。 

  悪質な勧誘手口の証拠を残したくない業者にと

っては効果があるこのような機器を、啓発グッズ

の一環として、警察と連携してひとり暮らしの高

齢者宅に配布するようなことは可能でしょうか。 

  東京では、練馬区などが警察が無料で先着200

世帯に設置を行っています。地域ぐるみで広める

ことが悪質商法の被害に遭いにくいまちづくりに

つながると思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  生活環境部長。 

○生活環境部長（山﨑 稔君） ただいま議員の方

がご提案されました案件につきましては、私ども

だけの世界での話では進みませんので、こういっ

た機会を今後の発展的な話題として取り上げてい

きたいということで、今後関係機関との話し合い

もさせていただきたいと思います。 

  にわかにすぐ実施ができる、できないという回

答はご容赦願いたいと思いますが、そのようなこ

とも含めまして、今後、それらの事業推進につな

がるように、勉強もさせていただきたいと、この

ように感じております。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） １番、藤村由美子君。 

○１番（藤村由美子君） ありがとうございます。 

  確かに安い機械ではございませんので、警察と

の連携が必要だと思います。 

  警察や金融機関との連携をさらに努めていただ

きたいということと、連携が進めば、抑止力が働

き、悪質業者が入り込みにくくなりますので、そ

れはさらにお願いしたいと思います。 

  ５月29日にみるメールでも警戒情報が流れてき

ました。その日、日光市だったと思いますが、警

官を名乗る悪質な勧誘電話が入っているから気を

つけてというリアルタイムでの情報でした。これ

は非常に効果が高いと思います。 

  先ほど紹介した特殊詐欺被害についても、新聞

報道の出る前、前日にみるメールで、那須塩原警

察署の地域安全情報メールをもとに配信されてき

ました。 

  午前中、佐藤議員の質問の際、避難勧告、危機

管理のときの避難勧告にもみるメールを使いたい

とのお話が出ておりましたが、このみるメールの

登録者で、中高年層の割合はどのくらいになるで

しょうか。わかるようでしたら教えてください。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  生活環境部長。 

○生活環境部長（山﨑 稔君） ただいまの件につ

きましては、私のほうでは承知しておりません。 

○議長（中村芳隆君） 総務部長。 

○総務部長（和久 強君） みるメール登録件数と

いうふうなお話なんですが、高齢者が何割という

のは押さえてはおりませんが、全体で4,484の登

録をいただいているというふうなことでございま

す。 

○議長（中村芳隆君） １番、藤村由美子君。 

○１番（藤村由美子君） ありがとうございます。 

  4,484の登録ということですが、年齢層がわか
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らないということですので、これは後ほど情報発

信のときにもつながりますので、そのときにまた

お伺いしたいと思います。 

  情報は必ず届けなければならない人に届かなけ

れば意味がありません。携帯電話は余り使わない

高齢者層に、どうやってこのような緊急情報を伝

えるかが課題だと思います。 

  ホームページにも特殊詐欺の警戒情報がアップ

されていますが、パソコンを利用しない世帯には

余り効果がありません。 

  ターゲットとなりやすいひとり暮らしの高齢者

は、広報や配布される啓発資料にどれだけ目を通

しているのかわかりません。寂しさや将来への不

安から、表面的に優しい言葉をかけてくれる悪質

業者の甘い勧誘に惑わされてしまう危険があるの

です。 

  そんなとき、先ほどおっしゃっていた民生委員

さんや身近な区長さん、ヘルパーさんなどはとて

も頼れる存在です。ぜひそのような方たちに、ど

んどんさま変わりする新しい手口の情報を毎年し

っかり伝えていただきたいと思います。 

  それでは、⑶について再質問に移ります。 

  せっかく仕切りがしてあって、２つある相談室

が、実質生かされていない状態でしたので、２つ

を同時に使えるように相談室を改装した、プライ

バシーに配慮した設計にしたとのことですが、改

装後、実際にでき上がった相談室を見せていただ

いたとき、完全な防音室になっていて、大変驚き

ました。完全な防音室にする必要があったのでし

ょうか、お聞かせください。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  生活環境部長。 

○生活環境部長（山﨑 稔君） 生活環境部の見解

といたしましては、そのような完全防音の必要性

があろうということで、この25年度の末に、先ほ

ど申し上げました補助金を活用いたしまして、防

音対策の仕切りの部屋を設置したということでご

ざいますので、非常にそういった効果を期待して

設置をしたということになります。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆君） １番、藤村由美子君。 

○１番（藤村由美子君） 隣の相談内容が漏れ聞こ

えないようにというメリットはある程度理解でき

ますが、完全防音にすることで、逆に起こり得る

デメリットはないでしょうか、お伺いします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  生活環境部長。 

○生活環境部長（山﨑 稔君） 先ほど申し上げま

した事業を実施してきたわけでありますので、そ

のデメリットを特に挙げるほどのものはないかと

感じております。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） １番、藤村由美子君。 

○１番（藤村由美子君） 完全防音では密室になり

得るということを意味しています。行政の相談窓

口業務において、このような密室が使われている

ところはほかにあるのでしょうか、お伺いします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  総務部長。 

○総務部長（和久 強君） 総務部のほうでこの庁

舎のほうを管理させていただいておりますので、

私のほうからお答えしたいと思います。 

  この庁舎の中ですと、社会福祉課のほうに相談

室等ございますが、それについては完全防音とい

うふうにはなってございませんし、また会議室等

もございますが、そちらにつきましても完全防音

というふうな状況にはなってございません。 

○議長（中村芳隆君） １番、藤村由美子君。 

○１番（藤村由美子君） 改装するに当たって、ほ

かの県とかほかの市や町の相談室について、事前
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に問い合わせをしたり、情報を収集されたのでし

ょうか。 

  あと、実際に相談業務を行っているのはすべて

非常勤の相談員ですが、現場の相談員の意見はど

のようなものであったのでしょうか、お伺いしま

す。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  生活環境部長。 

○生活環境部長（山﨑 稔君） お答えさせていた

だきます。 

  ほかの他団体で実施している状況、あるいは県

等への問い合わせ等につきましては、私が報告を

受けている範囲では、そういったことはなかった

と。つまり、行政の中で、そういった利用者の方

のプライバシーというものを最大限に尊重する形

でそれらの事業を実施してきたということでござ

います。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） １番、藤村由美子君。 

○１番（藤村由美子君） 相談者のプライバシーが

最優先だということでしたが、私も消費生活相談

員として丸６年、市のセンターに勤務しておりま

したが、その間に相談室内で非常に困ったり、不

安に感じたりしたことがありました。 

  消費者トラブルに巻き込まれ、エキサイトして

センターに飛び込んでこられる方もいらっしゃい

ますし、不当請求の相談では、相談者の方が持ち

込まれたアダルトサイトの内容を一緒に相談室で

確認しなくてはならないこともあります。 

  また、まれにセンターが間に入って交渉するあ

っせん業務においては、難しい案件で、事業者に

センターに来てもらい、直接話し合いをすること

もあります。その際、事業者が高圧的な態度をと

るという場合もあります。相談員に危険な目が起

こらないでしょうか。相談業務に支障を来すよう

なことはないでしょうか。 

  また、相談者にとっても、不安な気持ちで来ら

れるのに、圧迫感を与えないでしょうか。そうい

ったことは全く想定されなかったのでしょうか、

お伺いします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  生活環境部長。 

○生活環境部長（山﨑 稔君） ただいまの件につ

きましては、相談員の方々の日々の業務に係る配

慮ということになりますでしょうか。そういう観

点からのお尋ねですが、私どもといたしましては、

相談者自身の立場を最大限尊重しております。 

  したがいまして、先ほど申し上げましたように、

個々の相談員、中にかかわっている方々の意見等

の聴取あるいは考え方についてのすり合わせ等を

しながら改修したということはなかったと聞いて

おりますが、ただ、今、議員がおっしゃられまし

た問題点につきましては、例えばベテランの相談

員の方と一緒にそのふなれな方が２人体制で相談

を受けるとか、あるいは非常に身の、例えば極端

な話ですけれども、身の危険を感じるとか、そう

いった際には、いつでも室外に出られるような状

態、これは入り口の個室のドアを幾らかあけてお

くとか、そういう工夫もできます。 

  そのほか、例えば相談者を奥の窓側のほうの席

に誘導して、そちらでお話を聞くとか、ですから

相談業務に来られる方を最重点といいましょうか、

最大限に配慮した形でこの改装を行っておるんで、

相談員の方々には大変ご苦労、精神的にもご苦労

をかけますけれども、そういった臨機応変な対応

を今のところできると考えております。 

  また、改修の際に実施したガラスでありますね。

そういった天井付近のガラス等も、一部取り外し

が可能ということもありますので、そのケース、

ケースによりまして、そういった対応も可能では
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なかろうかと、そのように考えております。 

  ですから、今、議員がおっしゃられました個々

人の相談員さんに対する身の危険とか懸念材料等

については、そういったものである程度のカバー

は十分できるんではないかと、このような認識で

おります。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） １番、藤村由美子君。 

○１番（藤村由美子君） かつて、実際に緊急ボタ

ンが設置されていた相談センターというのもほか

の行政でございます。相談者のプライバシーにも

ある程度配慮しつつ、非常にデリケートな相談内

容を扱っている部署だということを考慮していた

だいて、ぜひ運用でカバーしていただきたいとお

願いいたします。 

  では、⑷について再質問いたします。 

  消費者行政をつかさどる組織と運営について、

現状と課題をお伺いしたんですが、現在はセンタ

ーと係のほうで月１回情報交換を行っている。課

題として、相談員の資質の向上というふうにお話

を伺いました。 

  現在の相談員の雇用形態と勤務体制を教えてく

ださい。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  生活環境部長。 

○生活環境部長（山﨑 稔君） 現在は、５名の方

にこの業務に当たっていただきまして、２名の方

と３名の方、これ、勤務条件といいましょうか、

報酬等の兼ね合いもありますので、若干異なりま

すが、常時そういった方のローテーションで今、

運営をしていただいているという状況でございま

す。 

  報酬等の額については、特によろしいですか。 

  そういう切れ目ない相談業務ができる体制を基

本的にはとらせていただいているということでご

ざいます。 

○議長（中村芳隆君） １番、藤村由美子君。 

○１番（藤村由美子君） 相談員さんは皆さん非常

勤ですが、非常勤の相談員の平均勤務年数は何年

でしょうか、お伺いします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  生活環境部長。 

○生活環境部長（山﨑 稔君） 現在の相談員さん

の携わっている平均年数については、ちょっと手

元に資料ございませんので、わからないというこ

とでございます。 

  随分、人数等の増減もちょっとありましたもん

ですから、それらをならして何年というのは、ち

ょっとまだ手元にございません。そういう状況で

ございます。 

○議長（中村芳隆君） １番、藤村由美子君。 

○１番（藤村由美子君） 昨年６月にもこの消費者

行政について質問させていただいたんですが、５

年たって一人前と言われているこの相談業務につ

いて、現在の雇用環境で相談員の一定レベルが確

保できるとお考えでしょうか。 

  もともと有資格者が確保しづらい県北地方にお

いて、今後、どのように相談員のレベルを維持し、

人材を確保されるのか、具体策をお伺いします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  生活環境部長。 

○生活環境部長（山﨑 稔君） 今お尋ねの相談員

さんの質の向上という話につながるかと思います

が、これまでどおり、県内あるいは県外への消費

行政に係る研修、こういったものにも積極的にか

かわっていただくということで、これまでどおり、

相談員さんの旅費あるいは負担金等の予算の確保

はしておるところでございます。 

  これをにわかに増強するということになります

と、予算の絡み、あるいは相談業務にかかるスペ
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ースの問題等々も絡んでまいりますので、にわか

にこの場では回答はできませんが、そういった当

面予算等で対応できる分野につきましては、バッ

クアップをしていきたいと、こういう考えでおり

ます。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） １番、藤村由美子君。 

○１番（藤村由美子君） 研修に対して、バックア

ップ体制をとっていただいているということは、

大変心強いです。ありがとうございます。 

  参考までに、ここ10年間における消費者行政を

担当する生活課の課長職、消費者行政担当係長並

びにセンター所長の在任期間は何年でしょうか、

お伺いします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  生活環境部長。 

○生活環境部長（山﨑 稔君） お答え申し上げま

す。 

  私の今の手元にございます数字でございますが、

平成18年からということでご了解いただきたいと

思いますが、生活課長につきましては、18、19と

いうことで、18、19、その前からのちょっと続き

があったもんですから、19年度までは３年間、20、

21、22がそれぞれ１年、23年、24年が２年、25が

１年、26年度はまだ先がありますので、わかりま

せんが、そのような状況でございます。 

  また、消費生活係長にあっては、先ほども触れ

ましたが、平成18、19で２年、20、21、これが１

年でかわっております。22年、23年、24年が通し

で３年間の勤務と、25年が１年ということです。 

  それと、消費生活センター所長の関係でござい

ますが、こちらは平成21年までということで４年

間の在任ということになります。その後、22年、

23年、24年ということで３年間、25年度にあって

は１年間ということで、統計上とらせてもらって

おります。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） １番、藤村由美子君。 

○１番（藤村由美子君） ありがとうございます。 

  平成18年度から消費生活センターに所長職が置

かれるようになったものの、所長は管理職業務が

主な職務です。相談業務はすべて１年契約の非常

勤。現場と離れたところにある消費者行政の中枢

部の課長が、ここ10年間で６回交代しているとい

うことは、１人当たり平均約1.6年ぐらいの在任

期間になると思います。このような現状で、現場

で抱える問題がどのように引き継がれていくのか、

どうやって消費者行政のレベルを維持できるのか、

現場で痛切に不安感を持っておりました。 

  また、センター所長以外で消費者行政にかかわ

る正職員が、相談現場のセンターではなく、現場

と離れた本庁において、主に消費者啓発のみに従

事してきたここ数年間の体制は、とてももったい

なかったと思っています。 

  消費者行政の最前線は相談現場にあり、その消

費者苦情相談はすべて非常勤の相談員が担当して

います。市民の方は、恐らく役所の職員が相談を

受けてくれていると思っていることでしょう。し

かしながら、現場は、先ほど申し上げましたとお

り、継続されることはありますが、基本はすべて

１年契約の非常勤です。あっせん交渉を必要とす

る継続相談などの場合は、担当者が途中でかわる

と非常に困難です。 

  滋賀県野洲市の消費生活相談窓口のように、専

任の相談員を職員として配置することは、人材確

保、市民サービスのレベルの確保だけでなく、行

政の業務効率のために有益であると考えますが、

いかがでしょうか。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  生活環境部長。 
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○生活環境部長（山﨑 稔君） ただいまの質問内

容は、市の職員がより高度な専門的な分野の習得

をもって職務に当たるということだと思うんです

が、確かに職員の引き継ぎ、あるいは入れかえ等

もございまして、そういった引き継ぎ事項、ある

いは懸案事項となるものについての申し送り等も、

不備な点もあろうかと思いますが、いずれにしま

しても、我々配置された中のポジションで、でき

る限り精いっぱいやっていくということがこれ、

当然の務めでありますので、そういったことも含

めて、今般、新しくかわられた消費生活センター

の所長さんにも、相談員と一緒に研修に出向いて

いってもらうとか、期間はそれぞれ職員の、ある

いは組織上の考え方、あるいは事情もございます

ので、なかなか長期間かなうかというと、なかな

かそういう面ばかりもありません。ですから、そ

の場その場でできる限りの対応をしていきたいと

いうことから、26年度においても、消費生活セン

ター所長かわった折にも、そのような対応をさせ

ていただいたということで、現在はそういう状況

であるということでご認識いただければと思いま

す。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） １番、藤村由美子君。 

○１番（藤村由美子君） 消費者行政活性化基金に

よる消費生活コンサルタント養成事業は、もう終

了しております。今後、県の人材バンクも、継続

的に人材がふえるかどうかわかりません。そのよ

うな中で、有資格者の相談員を確保することが難

しい県北地方であるからこそ、相談員を専門職の

職員として雇用し、独自に養成することが解決策

の一つになると私は考えます。相応の待遇に改善

すれば、家計を担う若く優秀な人材を確保するこ

ともできるしょう。 

  任期の不確定な非常勤職の相談員ばかりを５人

雇用する形態から、常勤の専門職の相談員を置い

て、プラス二、三人の非常勤でセンター業務を行

うというお考えはないでしょうか。再度確認いた

します。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  生活環境部長。 

○生活環境部長（山﨑 稔君） ただいまの議員か

らのご提案でございますが、確かに専門職に近い

方がそこを切り盛りできるような、そういう体制

もできれば、必要だなという感じはいたしますが、

現行では、今の組織体制の中で、先ほどの答弁の

繰り返しになりますが、その中で精いっぱいやっ

ていきたいというふうなスタンスでおります。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆君） １番、藤村由美子君。 

○１番（藤村由美子君） 現状でやっていくしかな

いことは私も理解しております。 

  相談室の改装のことの反省点から、消費者行政

の中枢部と現場が長く離れていることを重く受け

とめていただき、現場での情報や課題を漏れなく

吸い上げていくためにはどうしたらいいのか、職

員の配置を含む組織の改善に継続して取り組んで

いただくようお願いして、消費者行政についての

質問を終わりにします。 

○議長（中村芳隆君） 質問の途中ですが、ここで

10分間休憩いたします。 

 

休憩 午後 ３時０９分 

 

再開 午後 ３時１９分 

 

○議長（中村芳隆君） 休憩前に引き続き会議を開

きます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 



－91－ 

 

◎発言の訂正 

○議長（中村芳隆君） ここで総務部長より発言が

あります。 

  総務部長。 

○総務部長（和久 強君） 先ほどみるメールの登

録者数というふうなことで、私、4,484とお答え

しましたが、大変申しわけございません。平成26

年５月１日現在で4,884件というふうなことであ

りましたので、訂正をさせていただきます。すみ

ませんでした。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

○議長（中村芳隆君） １番、藤村由美子君。 

○１番（藤村由美子君） では、２、市の情報発信

について。 

  現在、市から市民に対して情報を発信する場合、

広報やホームページを初め、複数のツールがあり

ます。どのツールを使っても、市民が欲しいと思

う情報がタイムリーにわかりやすく伝わることが

必要です。今後は、複数のツールを使い分けなが

ら、ふえ続ける莫大な情報をいかに適切にコント

ロールして市民に確実に提供できるか、その技量

が問われることになるでしょう。そこで、お伺い

します。 

  ⑴市民が情報を得る手段として何を利用してい

るか、ツール別に把握しているかお伺いします。 

  ⑵広報とホームページのそれぞれの役割をお伺

いします。 

  ⑶ホームページの構成と運用について把握して

いる課題をお伺いします。 

  ⑷ブログ、フェイスブック、ツイッター、ユー

チューブ、ポータルサイト、それぞれの運用の意

義をお伺いします。お願いします。 

○議長（中村芳隆君） １番、藤村由美子君の質問

に対し、答弁を求めます。 

  企画部長。 

○企画部長（片桐計幸君） ２、市の情報発信につ

いて、順次お答えします。 

  まず、⑴市民が情報を得る手段として何を利用

しているか、ツール別に把握しているかについて

ですが、昨年実施した「広報なすしおばらに関す

るアンケート調査」の中で、「市の情報は何を通

して知りますか」という設問に対し、複数回答あ

るという条件の中でございますが、広報なすしお

ばらが91.3％、新聞の地域面が42.3％、チラシ等

配布物が32.3％、テレビ・ラジオが19.0％、市ホ

ームページが18.0％となっておりますが、これら

の結果につきましては、回答が多かった高齢者層

の傾向を反映していると思われます。 

  一般的なデータとして、直近の総務省平成25年

度版情報通信白書によりますと、栃木県のインタ

ーネット利用率は76.1％となっていることから、

インターネットを利用したさまざまなツールから

も情報を得ていると考えられます。 

  次に、⑵広報とホームページのそれぞれの役割

についてですが、広報は最も市民に定着している

重要な情報伝達手段としての役割を担っておりま

す。ホームページは、かつては広報の補助媒体と

して、広報を読まない人への情報伝達手段、また

広報では不足する情報を補うための手段としてと

らえられておりましたが、現在では、全国的に、

若年層だけでなく、中高年層でもインターネット

の普及率が増加していることから、市内外に広く、

早く情報を伝達するという役割を担うものと認識

しております。 

  次に、⑶ホームページの構成と運用について、

把握している課題についてですが、構成の課題と

いたしましては、１つの画面の中で多くの情報を



－92－ 

発信しますと、一つ一つの情報が目立たなくなっ

てしまうことや、興味を引くような動画や仕掛け

のある画像を使用しますと、アクセシビリティー

を満たせなくなるといったように、両立するのが

難しい要求にどう対応していくかということが挙

げられます。 

  運用の課題としましては、それぞれの記事の作

成及び承認については、それぞれの担当課が行っ

ているため、どのような情報をどのように掲載す

るか等、情報の発信についてばらつきが見られる

ことが挙げられます。 

  こうした課題の対応としまして、現在もホーム

ページ作成の研修を行って、職員のスキル向上及

び認識の共通化を図っているところでありますが、

より一層研修を充実するとともに、他自治体の事

例等の研究を行い、よりよいホームページとなる

よう努めてまいります。 

  次に、⑷ブログ、フェイスブック、ツイッター、

ユーチューブ、ポータルサイト、それぞれの運用

の意義についてですが、ブログは、特定の分野に

ついて興味がある人がアクセスすることを期待し

て、フェイスブックは、人のつながりによる情報

の拡散を期待して運用しております。 

  また、ツイッターは、緊急時の情報発信ツール

としての役割を担う一方、平時はホームページに

新着記事があったことを知らせる目的で、ユーチ

ューブは、情報発信を動画により行うことを目的

に利用しております。 

  ポータルサイトにつきましては、情報を収集す

る際の入り口となるホームページで、テーマに沿

ったさまざまなコンテンツを持つものでございま

す。現在、地域ポータルサイトの構築を行ってい

るところであり、市からの情報だけでなく、民間

企業や各種団体からの情報も発信でき、サイト内

で情報交流が図れるようなものにしていきたいと

いうふうに考えております。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆君） １番、藤村由美子君。 

○１番（藤村由美子君） ありがとうございました。 

  それでは、関連しておりますので、⑴、⑵共通

して再質問を行います。 

  市民がどのツールを使ってどんな情報を得よう

としているのか。幾つもの媒体を使って情報を発

信する側として、これを把握しているのとしてい

ないのとでは、おのずと発信の仕方が変わってく

ると思います。 

  先ほど広報なすしおばらでアンケートをとった

データを教えていただきましたが、これが今現在、

すべての市民のデータであるのでしょうか。今後

さらに情報を得る手段について調査をする予定は

ありますか、お伺いします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  企画部長。 

○企画部長（片桐計幸君） 広報なすしおばらに関

するアンケートにつきましては、20歳以上の方

1,000人を対象として行っておりまして、各年代

200人ずつということで、20代、30代、40代、50

代、60歳以上という区分けの中で実施をしており

ます。 

  現段階で知り得る情報としては、この情報しか

ないかなというふうには思っておりますが、今後

におきましても、必要に応じて、随時このような

調査が行えればというふうには考えてございます。 

○議長（中村芳隆君） １番、藤村由美子君。 

○１番（藤村由美子君） いろいろな部署でいろい

ろなイベントを行ったり、催し物を行ったときに、

それぞれアンケートをとっておりまして、このイ

ベントをどこで知ったかというような調査はとっ

ているはずです。そのようなものも、ぜひ集約し

ていただければと思います。 
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  情報等は、その情報を必要としている人にタイ

ムリーに届いてこそ生かされるもので、情報を発

信する行政としては、それが貫徹されて初めて責

務を果たしたということになると思います。逆に

言えば、必要としている人にうまく情報がたどり

着いていなければ、それは責務が果たされていな

いということではないでしょうか。 

  情報発信ツールのみならず、市民の生活パター

ンも年々多種多様になっています。求めるもの、

求める方法、おのずと違ってきますので、情報を

発信する側として、きちんと伝わっているだろう

かと疑問を持つのが普通です。すると検証を行う

ことにつながり、検証により得られたデータに基

づいて、新たに改善を加えるというのが自然な流

れです。それが情報を発信する側の責任と思いま

すが、いかがでしょうか。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  企画部長。 

○企画部長（片桐計幸君） 議員のおっしゃるとお

りでございまして、そのような点から、これまで

具体的な調査をやっておりませんでしたけれども、

昨年、広報なすしおばらということで調査をやっ

たということでございます。 

○議長（中村芳隆君） １番、藤村由美子君。 

○１番（藤村由美子君） 広報が多くの市民に定着

しているということですので、広報を中心として

情報を市民が得ているかどうかというのを探った

ということですが、私は広報とホームページの役

割はやはり違うと思っています。 

  広報は、市のお知らせを必要最低限、広く市民

に対して平等に伝えるものです。一方、ホームペ

ージは、お知らせだけでなく、先ほどもおっしゃ

っていた市の組織や行政施策、関連例規集など、

超高層ビル並みの情報量を常時発信しています。

紙媒体の広報は、予算や配布方法などの理由から、

今後大幅に形を変えることは当面はないでしょう

が、ホームページに関しては、急速にインターネ

ット環境が変化していくにつれ、そのあり方や運

用についての変化はせざるを得ないと思います。 

  そこで、関連しておりますので、⑶、⑷につい

てまとめて再質問いたします。 

  現在のホームページの構成と運用について、課

題を先ほどお答えいただきました。各部署が情報

をアップしているということで、ばらつきがある

かなというお答えでした。 

  現在のホームページの中で扱っている情報で、

トピックス、新着情報、イベント、この３つの言

葉の定義を教えてください。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  企画部長。 

○企画部長（片桐計幸君） トピックスと新着情報

ということでございますけれども、トピックスに

ついては、特に市からお知らせをしなければなら

ないという重要な点について、取り上げて記載を

してございます。新着情報等につきましては、さ

まざまな情報が新しく更新等をされた場合には、

この欄に入ってくるというところでございます。 

○議長（中村芳隆君） 答弁漏れ。 

  企画部長。 

○企画部長（片桐計幸君） イベントでございます

けれども、さまざまな催し物につきまして、イベ

ントというところのカレンダーがございますけれ

ども、そこに定期的な用紙が、記入用の専用の用

紙がございますけれども、そういったところに記

載することで、このイベントの欄に入ってくると

いうことでございます。 

○議長（中村芳隆君） １番、藤村由美子君。 

○１番（藤村由美子君） この言葉の定義をお伺い

したのは、このトピックスのところに、実は昨日

まで、５月19日に終了した議会報告会が掲載され
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ていたんですね。本来、このトピックスには、し

ゅんな話題が掲載されてしかるべきだと考えてい

るのですが、ホームページの情報は、いつ、だれ

が更新しているのですか、もう一度お伺いします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  企画部長。 

○企画部長（片桐計幸君） 原則的には所管課とい

うことになりますけれども、内容によっては、企

画情報課のほうで削除するというようなこともご

ざいます。 

○議長（中村芳隆君） １番、藤村由美子君。 

○１番（藤村由美子君） やはり一番最初、構成と

運用の課題というところでおっしゃっていたばら

つきということがとても私、気になりましたので、

今回質問に取り上げさせていただいたんです。 

  ふだん、各部署で設定すれば、自動的にアップ

され、時には企画情報課のほうでコントロールさ

れているということですけれども、先ほど伺った

３つの言葉の定義を各部署が正確に把握して、同

じレベルで運用されているのかどうか。これがち

ぐはぐになっていると、見る者にとって違和感が

あります。 

  たまたま私が、５月12日に開催された市民提案

型協働のまちづくりの公開プレゼンテーションが

ありまして、その会場を調べようと思ったとき、

イベントのところを見ればわかるのかなと思って

見ましたら、イベントカレンダーには公民館関係

の催し物ばかりでした。 

  市民にとって、きょうはどこで何があるんだろ

う、そう思ったときに、そこのイベントカレンダ

ーをあけてみると、那須野が原博物館ではこのよ

うな展示をしていて、どこどこ公園ではこんなイ

ベントやっていて、公民館ではこんな公開講座を

開いているなどと、あらゆるホットなイベント情

報が掲載されていれば、時間が空いたから、無料

なら行ってみようかなと考えるのではないでしょ

うか。 

  また、ハーフマラソン大会のボランティア募集

が新着情報のところにスレッドとして上がってい

ましたが、募集というタブから入ると、この情報

は見られません。本来なら、「募集」というカテ

ゴリーの中に職員の募集、ボランティアの募集、

意見の募集、参加の募集など、すべてがわかりや

すく集約されていることが望ましいと思います。 

  このような体裁になっている行政のホームペー

ジはたくさんあります。「よくある質問」とか

「よく見られるページ」というのも、通常どんな

ホームページであっても、多くの利用者が今一番

知りたい最新の関心事であることが多いのですが、

那須塩原市のホームページでは、この「よくある

質問」と「よく見られるページ」というのは、ど

こから情報を引っ張ってきているのでしょうか、

お伺いします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  企画部長。 

○企画部長（片桐計幸君） 「よくある質問」とい

うことでございますが、質問及び回答は各所属が

作成をしてございます。年２回、４月、10月に全

ページについて各所属でチェックをしてございま

す。 

  「よく見られるページ」のほうですか、技術的

には細かいワード等によって検索されるようにし

ていかなければならないというふうに考えてござ

いますけれども、変更していくということには、

有料になるという可能性もございますので、現行

のとおり、企画情報課のほうで統一できるシステ

ムで行っていければというふうに思われます。 

○議長（中村芳隆君） 企画部長。 

○企画部長（片桐計幸君） ランキングということ

でございますけれども、それらを参考に、「よく
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見られるページ」のアクセスランキングを参考に

して、企画情報課が設定をしているということで

ございます。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） １番、藤村由美子君。 

○１番（藤村由美子君） 「よくある質問」、「よ

く見られるページ」というのは、私などもインタ

ーネットをよく使っているんですけれども、何か

を探しに行ったときに、そこのホームページの中

でよく見られているものというのは、常時上に上

がってきているので、大概そのシーズン、シーズ

ンに全国的にみんなの関心事というのは統一され

ていますから、そこを見れば、大体自分の知りた

い情報の答えが載っているということが多いんで

すね。 

  ですので、こういうものが情報が最新のものが

上へ上へと上がっていくようにならないと、一人

一人が検索にかかる時間というのは、もう全然変

わってきますので、この部分は改善していただい

たほうがいいんじゃないかなと思いましたので、

お伺いしました。 

  ホームページは、市民が情報を得るだけではあ

りません。今、市が一番進めたいと思っている定

住促進の施策に興味を持った他県の市民がいらっ

しゃったとします。私なら、まず市のホームペー

ジを見に行くでしょう。まず目に飛び込んでくる

のは、どこにでもあるような風景写真が小さくぱ

らぱらと動いているだけ。これはちょっと時代お

くれの感があります。 

  那須塩原スイーツにしても、引きで撮っている

ため、器しかわかりません。アップできれいに写

っていれば、おいしそう、食べたいと、宣伝効果

が大きいのに、もったいない限りです。 

  その点、神戸市のホームページはすてきです。

市民から市のフェイスブックに心に残る神戸の風

景の写真をエピソードとともに投稿してもらい、

「いいね！」の数が多かった写真を市のホームペ

ージのトップに掲載しています。ホームページを

開くなり、印象的で美しい写真が目に飛び込んで

きて、神戸に行きたいと思わせる力があります。 

  移住を考えている者として、次に気になるのは、

子育て施策などの住民サービスの質です。那須塩

原市はどのようなまちづくりを目指しているんだ

ろう、子育て世代に対してどのような施策を打ち

出しているんだろう、住みよいまちであることが

明確にセンスよく伝わらなくては、選ばれません。 

  ホームページは、お見合いでいえばつり書のよ

うなものではないでしょうか。現在住んでいる市

民にとってわかりやすいことはもちろん第一です

が、シティプロモーションの戦略としても、実情

を知らない他県の人が、いつ見ても、手にとるよ

うに市の魅力が伝わらなくてはならないと思いま

すが、いかがでしょうか。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  企画部長。 

○企画部長（片桐計幸君） 定住促進に向けた取り

組みでも、ホームページを魅力あるものにという

ようなお話がございました。 

  また、神戸市のお話もございましたけれども、

神戸市につきましては、この神戸市のホームペー

ジが平成23年度の全国広報コンクールでトップの

総務大臣賞を取得されているということで、非常

にすばらしいホームページだろうというふうに思

われます。 

  また、こういったコンクールの上位のホームペ

ージを見てみますと、やはりわかりやすく、すっ

きりとした検索しやすいホームページだなという

ふうに見ております。 

  そういった点から、やはりいかにして情報を市

民に、また市外の人に伝えていくかということも、
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これから我々が取り組んでいかなければならない

一つの課題だというふうに思っております。 

  現在のホームページにつきましては、契約期間

がございますので、すぐに全面的な改定というよ

うなことにはなりませんけれども、よりよいもの

をつくっていくということで、今後も検討してま

いりたいというふうに考えています。 

○議長（中村芳隆君） １番、藤村由美子君。 

○１番（藤村由美子君） 委託していれば、変更は

有料ですし、なかなか思うように変えられないと

いうのが現在のホームページが大きく変わらない

原因の一つだと思います。 

  次に、ブログ等のＳＮＳについて、運用の意義

を先ほどご説明いただきました。 

  各部署でフェイスブックやブログ、ユーチュー

ブなど利用して情報発信をしていますが、一番ス

ピードに対応しているツイッター、緊急時に使え

るという認識がおありのようですが、十分にその

利点が発揮できているとお考えでしょうか、お伺

いします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  企画部長。 

○企画部長（片桐計幸君） ツイッターにつきまし

ては、３・11の災害時に、ツイッターで情報提供

したほうがいいだろうという市民からのご提案も

あって始まったということで、緊急時、災害時の

情報伝達として、有効だろうというふうに考えて

おります。 

  現在は、そういった災害時の情報ということ、

さほど大きな災害等も、今のところ３・11以来起

きてないというようなこともございますので、ホ

ームページの新着記事が重立ったものとなってお

ります。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） １番、藤村由美子君。 

○１番（藤村由美子君） 私は、情報発信としては、

スピードに対応しているツイッターをホームペー

ジのトップに掲載してもいいと思っています。ツ

イッターを行政のトップページに張りつけている

ところ、まだちょっと私、見つけることできなか

ったんですけれども、ふだんツイッターを使わな

い人でも、ホームページに張りついていれば、リ

アルタイムに流れてくる情報を確認することがで

きます。 

  震災時、おっしゃっていたように、一番安定し

て情報を入手できたツールがツイッターです。 

  ２月の大雪のときも、佐久市の栁田市長が、除

雪を必要とする箇所について、写真つきで情報を

送ってほしいとツイッターで呼びかけ、その情報

を集めて市で検討し、迅速に対応したのは、まさ

にＳＮＳの有効活用のお手本です。 

  栁田市長は、ふだんからツイッターを利用され、

土、日でも、イベント会場からお天気情報などを

盛り込んで参加募集のツイートをされたりしてい

ます。生きた情報の大切さを実感されていたから

こそ、緊急時に活用できたと思われます。 

  先ほど午前中も、市長が早目早目の対応が肝要

とおっしゃっていたとおり、災害対応としては、

ＳＮＳを活用する点は当市でも学ぶべき点がある

と考えます。 

  単に広報と同じ内容のリンクだけが不可解な時

間に流れてくる当市のツイッターは、その利点を

十分に発揮できていないと私は感じます。 

  次に、最近始動したココシル那須塩原ですが、

これはポータルサイトというより、アプリケーシ

ョンの一つですね。このアプリケーションをダウ

ンロードして利用している人数は把握されていま

すか、お伺いします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 



－97－ 

○産業観光部長（藤田輝夫君） ココシル那須塩原

の登録者数についてのお尋ねでございますが、４

月１日からの運用ということで、大変恐縮でござ

いますが、数値は押さえておりません。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） １番、藤村由美子君。 

○１番（藤村由美子君） 私は、数少ないダウンロ

ードした一人だと思います。 

  観光エリアも限られていて、飲食店などの情報

がまだ少ない上、アプリケーションをダウンロー

ドして初めて使えるというものは、果たして行政

サービスになじむものであったのかどうか、ちょ

っと疑問に感じました。 

  この情報については、いつ、だれが更新するの

でしょうか。その更新するに当たっては、料金と

か発生するのでしょうか。利用者がふえてもふえ

なくても、一定料金を支払う契約なのか、教えて

いただけますでしょうか。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（藤田輝夫君） お答え申し上げま

す。 

  データの更新については、年に２回程度更新を

予定しております。 

  それで、観光協会、あるいは関係する団体に働

きかけをいたしまして、要は情報を発信したい方

は、ぜひ手を挙げていただいて、その方々を対象

に説明会等を行いまして、更新作業を行うという

ことでございます。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） 産業観光部長。 

○産業観光部長（藤田輝夫君） 費用につきまして

は、無料ということでございます。登録者は無料

で登録できるということです。そういう意味です。 

○議長（中村芳隆君） １番、藤村由美子議員に申

し上げます。残り質問があと１項目ございまして、

残時間が少なくなってまいりましたので、注意を

お願いしたいと思っております。 

  １番、藤村由美子君。 

○１番（藤村由美子君） 利用者側は無料というの

はわかっているんですけれども、市として費用が

かかるのかどうかお伺いしたかったのですが、ブ

ログやフェイスブック、ツイッターのように、利

用者として担当者が基本的にいつでも情報を更新

できるものと違って、ホームページやポータルサ

イトなど、外部の会社に委託して管理しているも

のは、一定料金が発生する上に、構成などは先ほ

どのように自由に変えられない。更新のタイミン

グが今は年に２回とおっしゃった。遅くなりがち

です。 

  私は、以前から市民のちょっとしたニーズやボ

ランティアの活動情報などが常に見られるポータ

ルサイトがいいのにと思っていました。 

  先ほど、地域ポータルサイトの構築についてお

話がありましたが、ホームページのイベント情報

や募集情報などとともに、生きた情報がいつでも

見られるポータルサイトになるのでしょうか、お

伺いします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  企画部長。 

○企画部長（片桐計幸君） 地域ポータルサイトに

つきましては、今、具体的にはどのようなものに

していくかということで、現在、検討をしている

ところでございます。 

  先ほど申し上げましたように、民間企業や各種

団体からの生きた情報が発信できるようになれば

というふうに思っているところでございます。 

○議長（中村芳隆君） １番、藤村由美子君。 

○１番（藤村由美子君） 今後、市民協働を進めて

いくためには、行政側からの一方通行の情報伝達
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だけでなく、ＮＰＯやさまざまなボランティア活

動と市民をつなぐ双方向の情報プラットホームと

して、ネットワーク構築が必要だと考えます。 

  市民が求めている情報は何なのか、必要な人に

必要な情報がわかりやすく伝えられているか、ぜ

ひ今の情報発信の方法を検証し、使いやすいサイ

トにしていただきますようお願いして、この質問

を終わりにいたします。 

  次に、ゆ～バス、予約ワゴンバスについて。 

  新しい路線がスタートしてから８カ月が経過し、

見直しに向けて検証が進んでいることと思います。

そこで、お伺いします。 

  ⑴実施された「那須塩原市公共交通利用実態調

査」の実施方法と結果についてお伺いします。 

  ⑵今後の見直しについてお伺いします。 

○議長（中村芳隆君） １番、藤村由美子君の質問

に対し、答弁を求めます。 

  市長。 

○市長（阿久津憲二君） 実施をいたしました「那

須塩原市公共交通利用実態調査」の実施方法と結

果についてのご質問にお答えしてまいります。 

  実態調査につきましては、平成26年２月中旬か

ら３月初旬にかけて、路線再編の検証・評価と市

民及び来訪者の移動ニーズを把握するため、実施

をいたしました。 

  まず、ゆ～バス及び予約ワゴンバスの利用実態

の把握に、停留所間の起終点調査、利用実態のア

ンケート調査を行いました。 

  次に、市民生活交通の実態把握のアンケート調

査を行いました。 

  さらに、利用者の移動実態を把握するため、市

内の高校生を対象にしたアンケート調査、市内病

院及び大規模商業施設の利用者を対象にしたヒア

リング調査、また市内３駅において、鉄道利用者

を対象にした実態把握調査を実施いたしました。 

  これらの調査から、ゆ～バス路線再編について

知らなかった人がアンケート回答者の35％を占め、

またゆ～バス路線再編により「便利になった」と

感じている人が32％、「不便になった」と感じて

いる人が33％であり、よい評価と悪い評価がほぼ

同数でありました。 

  そのほか、市民の移動手段として自動車を運転

している人が７割を超えていることや、通院、買

い物は送迎に頼る人も比較的多いこと、バスの利

用は、通学、通院、買い物での利用目的が多いこ

と等でありました。 

  次に、⑵の今後の見直しについての質問につき

ましてもお答えいたします。 

  今後の見直しにつきましては、今回の調査結果

を踏まえ、ゆ～バス路線再編及び予約ワゴンバス

導入後の試行期間である２年間の中で、平成26年

10月と平成27年10月の２段階に分けて見直しを実

施してゆく予定であります。 

  平成26年10月には、まず市民へのさらなる周知

を図りながら、早急に必要と思われる見直しを行

ってゆきたいと思います。 

  さらに、平成27年10月には、市民の皆様からの

声を反映させるべく、運行路線の有効性等を精査

した上で、路線ごとの見直しを進めてゆきたいと

考えておりまして、第１回の答弁といたします。 

○議長（中村芳隆君） １番、藤村由美子君。 

○１番（藤村由美子君） この「那須塩原市公共交

通利用実態調査」の結果というふうに伺いました

が、これはゆ～バス、予約ワゴンバスの利用実態

調査だったということでしょうか。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  生活環境部長。 

○生活環境部長（山﨑 稔君） ご指摘のとおりで

ございます。 

○議長（中村芳隆君） １番、藤村由美子君。 
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○１番（藤村由美子君） 「那須塩原市公共交通利

用実態調査」という名前でしたので、もしかした

らもっと広く那須塩原市の公共交通全体について

の意見も聞いたものなのかなと思ったんですけれ

ども、ちょっとそういう調査ではなかったという

ことで、意外でした。 

  知らなかったという人が35％もいて、便利だと

いう人は32％、不便だと思う人も33％。じゃ、も

う実際どういうふうに思われているのかというの

は、非常になぞな結果だと思うんですね。 

  これは、あっちこっちヒアリングとかされてい

ますけれども、広くまち全体、市民、例えば全域、

すべての公民館単位、町内会単位に平等に調査を

行う予定はないのでしょうか、お伺いします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  生活環境部長。 

○生活環境部長（山﨑 稔君） 先ほどお尋ねの公

共交通という大きなくくりでの調査ということで、

ちょっと誤解があったというふうにお感じになっ

たということでございますが、基本的には、ゆ～

バス、予約ワゴンバスの利用者、あるいは予約者、

そのほかこれらを利用している高校生であったり、

病院あるいは大規模な店舗を利用されている方を

中心にやっておって、例えば市民の2,000人の

方々に、例えば外出の状況とか生活交通の状況、

あるいは自治会の会長さん、こういった方々をタ

ーゲットにアンケート等も実施したということで

ありますので、中身はややゆ～バス、ワゴンバス

の利用者に傾いておりますが、議員ご指摘の自治

会等の会長さんへの公共交通の問題点とか、利用

促進の取り組みとか、そういったアンケートもと

っているということでご理解いただきたいと思い

ます。 

○議長（中村芳隆君） １番、藤村由美子君。 

○１番（藤村由美子君） この公共交通の利用実態

調査というのは、とても大事だと私は思っている

んです。もし自治会長さんなどにとるとしたら、

もう本当に自治会長さんだけに絞って、すべて平

等に聞いて、地域差が必ず出てくると思うんです

ね。この地域にはこういう問題、こちらの地域に

はこういう問題、どこにどんな問題があるのかと

いうことを吸い上げるためには、やはり全く同じ

条件で調査をするということが必要だと思ってい

ます。 

  利用した人の意見だけしか吸い上げられないだ

けではなくて、利用したくても、何らかの事情で

利用できなかった人、そういうところに解決の糸

口が隠れていると考えています。そのような問題

点は、今後どのようにすくい上げられるのでしょ

うか、お伺いします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  生活環境部長。 

○生活環境部長（山﨑 稔君） お答えいたします。 

  やや先ほどの調査内容等については、私のほう

でも説明もちょっと悪かったかもしれませんが、

つまりゆ～バス、予約ワゴンバスに限っては、現

在利用している方、そういった方、乗降されてい

る方を対象にアンケートあるいはヒアリング調査

を実施しております。 

  市民対象、つまり2,000人の方を対象に実施し

ておるこのアンケートについては、先ほど申し上

げました日常の外出状況とか生活交通の状況、あ

るいはゆ～バス等の路線の再編等についてお伺い

をしております。 

  また、自治会長の方々には、公共交通の問題点

だったり、財政負担軽減のための方策であったり、

バス利用促進の取り組みであったりと、項目、聞

いている内容等については、どの自治会も同じレ

ベルで聞いているということで、各路線の利用者

と、また市の総合的な公共交通に対する認識はど
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うだろうかと、やや質問内容は違って、そういっ

たアンケート調査、あるいは実態調査をしている

というふうな理解をお願いしたいと思います。 

○議長（中村芳隆君） １番、藤村由美子君。 

○１番（藤村由美子君） この今回の調査をもとに、

今後このゆ～バスの路線または市内の公共交通の

あり方について、新たな視点は見えたのでしょう

か。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  生活環境部長。 

○生活環境部長（山﨑 稔君） 先ほど市長のほう

からもご答弁申し上げましたが、この２年間は試

行期間でいくという前提がございまして、この26

年の10月までには、軽微な、あるいはそれほど大

きな変更等はなく、にわかに手をつけられるもの

については検討しましょうと。ただし、財政負担

を伴う新たな路線とか、ダイヤ改正によって時間

の変更が生じてくる路線とか、そういったもろも

ろの個別の路線については、27年度を待ってそれ

らを精査して、検討しましょうという手順になっ

ております。 

  26年度につきましては、先ほどのような考え方

で、できるだけ早急に変更できるものについては、

検討していきたいと、こういうふうな手順で進め

てまいろうと考えております。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） １番、藤村由美子君。 

○１番（藤村由美子君） 高齢者を初め、まだまだ

市民の間でバス利用への関心が薄いと私は感じて

います。 

  予約ワゴンバスの当日予約については改善され

ましたが、まだまだ市民には受け入れられていま

せん。 

  もともと車社会だったこの地域で、今後公共交

通としてのバス路線を維持していくためには、運

営側も利用者側も共通してその必要性を徹底的に

考えなくてはなりません。なぜ必要なのか、どこ

に必要なのか、どのように必要なのか、だれがそ

の費用を負担するのか、どうやって利用者をふや

してバス路線を存続させるのか、これはともにひ

ざを交えて話し合うことが必要だと思います。 

  また、今まで余りバスに乗ったことがない人に

は、バスに乗ってどこかに行くという、暮らしに

役立つ企画を実際に体験してもらうような普及啓

発活動も必要だと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  生活環境部長。 

○生活環境部長（山﨑 稔君） ただいまのお尋ね

でございますが、私としても、まずは今般でき上

がった路線、あるいは予約ワゴンバス、これらの

周知徹底を図っていきたいと。そういったものが

定着してから、いろいろなご批判とかふぐあいと

か、そういったものも修正できるという観点から、

まずは利用促進のためにも、周知、これを徹底し

て今年度は行っていきたいと考えています。 

  そのほか、新たに方策といたしまして、今、全

体的な路線図が示されております。予約ワゴンバ

スの路線系統、あるいはゆ～バスの系統、それを

今後は、実際に今の考え方で申し上げますと、そ

れを再分割するような形で、こちらの行政区ある

いは自治会には、こういう路線が通っております

よと、この時間帯にはこういう路線の利用ができ

ますよと、そういったことで、やや分割的な情報

を行政区のほうに、あるいは自治会のほうにもそ

ういった形で流すことによって、もう少しその路

線の重要性、あるいは機能的に動いているものと

いうことで、住民の方にも知っていただくために、

周知をどんどんしていきたいと、こういうことで

今、考えてございます。 

  以上です。 
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○議長（中村芳隆君） １番、藤村由美子君。 

○１番（藤村由美子君） 現在走っている路線を周

知をして、広めていきたいというお答えなんです

けれども、今現在走っている路線を利用できない

理由のある人、路線から離れた地域に暮らしてい

る方たち、その方たちの問題はどこで考えられて

いるのでしょうか。福祉になるんですか、それと

も生活課ですか。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  生活環境部長。 

○生活環境部長（山﨑 稔君） 基本的には生活環

境部のほうで担っております。 

  ただ、そういったものを含めて、いろいろな形

で意見等を生活環境部のほうに寄せられている、

そういったものを丁寧に拾いながら、実際にそち

らにルート的に回せるか回せないか、そういった

ことも当然27年度に向けての精査する路線の一つ、

あるいは手法の一つというふうに心得ておりまし

て、それらは今申し上げました形で精査を加えて

いくということで、生活環境部のほうで担ってい

るというふうにご承知おき願えればと思います。 

○議長（中村芳隆君） １番、藤村由美子君。 

○１番（藤村由美子君） 公共交通として、都市計

画を考える部署と一緒にして、長期的、戦略的に

考え直すおつもりはないかどうかお伺いします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  企画部長。 

○企画部長（片桐計幸君） 組織ということでござ

いますけれども、それぞれ各組織においていろい

ろ課題というものもございまして、時代とともに

いろいろな業務がふえたり、連携する業務が出て

きたりということで、よく組織は生き物だという

ふうに言われておりますけれども、これが現在の

組織がすべてであるというふうには思っておりま

せん。今後の中で、そういった議員からのご指摘

等も踏まえながら、組織のあり方等については検

討してまいりたいというふうに考えてございます。 

○議長（中村芳隆君） １番、藤村由美子君。 

○１番（藤村由美子君） 移住者に新幹線定期を補

助するといっても、新幹線の駅まで通勤に利用で

きるバス路線はあるのでしょうか。 

  今まで車を持つ必要のなかった都会からの移住

者に、まず車を買って、自家用車で通ってくださ

いと言うのでしょうか。 

  コンパクトシティを目指すなら、あらかじめ都

会からの移住者が求めるような公共施設に便利の

よい住宅地をしかるべき場所に設定し、駅からの

動線を想定して路線を確保して、募集をかけるの

が理想的です。 

  それぞれお好きなところに土地を確保して移り

住んでくださいとなれば、そもそもコンパクトシ

ティの構想は成り立ちません。 

  このまちは、どのような市民生活の未来像を思

い描いて施策を展開しているのか、私にはまだよ

くわかりません。ぜひ市民にわかるように明確に

示していただきたいと思います。 

  駅周辺の中心部から離れた場所では、市民協働

なしにはコンパクトシティ構想は成り立ちません。

ぜひゆ～バス、予約ワゴンバスだけで市民の日常

生活の足の問題は解決しないということを認識し、

未来像を描く重要な課題として、市全体で検討し

ていただきますようお願いして、私の一般質問を

終わりにいたします。 

○議長（中村芳隆君） 以上で１番、藤村由美子君

の市政一般質問は終了いたしました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎散会の宣告 

○議長（中村芳隆君） 以上で本日の議事日程はす
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べて終了いたしました。 

  本日はこれをもって散会いたします。 

  ご苦労さまでした。 

 

散会 午後 ４時０７分 




